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ご冥福をお祈りします
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3月届出分〈敬称略・順不同〉

神戸　永遠　    （上青倉）
尾高　奈桜　　 （富岡市）｛
柳澤　岳良　    （下小坂）
村木ひかる　　 （吉　崎）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

下仁田小学校・中学校合同入学式開催（４月７日）

町政報告会を開催します（詳細はP8）

人口
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（　 9）
（　 3）
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（　）内は前月比

5,848人
2,890人
2,958人

3,025世帯

転入   18人/  出生 0人
転出   25人/  死亡 10人

（4月1日現在）

（3月中）
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ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

茂木時計店 TEL 82-2811 URL:www.tokei10.com

SEIKOダイバーズ
ヘリテージコレクション入荷

SEIKO認定 グローバルブランド コアショップ

有
料
広
告

下仁田町商業協同組合 SEIKOアストロン
～セイコーキャンペーン開催中～



第５次総合計画分野別・令和8年度主な事業
（単位:千円）

営農改善対策 21,944 拡充下仁田ねぎ祭り開催費、農業者に対する支援対策

事務事業名等 予算額 新規拡充事業内容等

森林経営管理事業 29,064 拡充森林環境譲与税を財源とした森林整備に係る施策

産業振興対策 9,033 拡充産業支援事業・中小企業新規取引開拓支援事業、ねぎと蒟蒻食材料費補助等

1.地域資源を活かした活力あふれるまちづくり【産業・経済の発展】

健康づくりシニア交流旅行事業 1,259 新規75歳以上、介護保険の利用がない方で特定健診、人間ドック受診者を対象に、
元気に外出する機会を作るための日帰りバス旅行を実施。

高等学校等通学定期券購入補助事業 3,600 新規町内在住者及び下仁田高校通学者で、上信電鉄を利用して高校へ通学する
生徒の保護者に対し、通学定期券の購入費を補助。

シニア健康ポイント制度 300 シニア世代の健康づくりイベント等の参加に応じて商品券を交付する事業

高齢者等タクシー利用券交付事業 9,075 運転免許証を保有しない高齢者等が利用できるタクシー利用券を交付

歩行解析教室 600 新規歩行解析システム（AI)を用いた歩き方検知と歩き方指導

RSウイルスワクチン接種 300 新規予防接種法改正による新規定期予防接種。乳児のRSウイルス感染を予防
するために妊婦（妊娠28週から36週）に接種する。

3.だれもが健やかにいきいきと暮らせるまちづくり【福祉・健康の充実】

防災等地域情報配信IT化事業 80,142 新規防災行政無線個別受信機のタブレット化

空き家等利活用事業 8,050 拡充移住定住及び二地域居住支援として、空き家バンク登録物件を対象に
改修及び片付け費用、空き家取得費や賃貸料の一部を補助

空き家活用住宅事業 16,500 移住定住促進を目的に、町内空き家を町が10年間借上げて改修し、
移住者向け公的賃貸住宅として貸付る。

SS過疎地対策事業 20,000

新規

燃料の安定供給対策事業

消防水利維持補修 3,988

新規

水道管敷設工事に伴う消火栓設置

道路・橋りょうの改良及び維持管理 225,082 町道改良・維持補修工事、防災対策予防伐採等・除雪、橋りょう補修工事等

水道施設等の整備 63,030 水道設備の維持管理費用

2.自然と調和し、安心・安全に暮らせるまちづくり【生活・防災の向上】

地域づくり支援事業 1,400 従来のまちづくり支援事業に加えて、行政区で行うクマ誘引樹木伐採に係る
費用への助成事業

5.町民とともに歩み、協働と連携で創るまちづくり【町民協働・行政運営効率化】

拡充

英語教育の充実 30,687 拡充

新規

小中一貫外国語教育、ＡＬＴ及び英語支援員の配置、英検受検料の無償化、
イングリッシュキャンプの実施、海外派遣の実施

水泳の充実 924 新規夏季休業期間中の水泳教室の開催、水泳授業における民間講師の活用、
プール清掃の民間委託

文化ホール設備修繕工事 1,988 ロビー排煙窓修繕・電動ロールスクリーン設置工事

ジオパークの研究と活用 3,080 上信電鉄・ジオパーク車両のラッピング塗装劣化に伴うやり直し

文化財調査保護 29,639 荒船風穴・春秋館の保存整備、荒船風穴ウォークの開催

学校給食費の無償化 11,708 町内在住の保護者に対する子育て支援策として、町立小・中学校在学の
児童・生徒の学校給食費無償化

4.地域に愛着と誇りを持ち、未来を拓く人を育むまちづくり【教育・文化の高揚】

令和8年度一般会計予算
55億4,600万円

歳出

歳入 1世帯当たりが
納める町税 約13万円

1人当たりが
納める町税

人　口　　　5,848人
世　帯　　　3,025世帯

令和7年度末起債残高見込
46億4,858万円

町民1人当たり
約79万円

令和7年度末財政調整基金残高見込
26億4,340万円

町民1人当たり
約45万円

※令和8年4月1日現在

約25万円

　令和8年度下仁田町の一般会計予算は55億4,600万円で、前年度比較2億9,700万円の減額（△ 5.1％）となりま
した。今年度も「第5次総合計画」や「下仁田町デジタル田園都市構想総合戦略」の政策体系に基づき、本町の発展
に繋がる施策や事業を中心に効率的な予算配分を行い、この予算のもとで【町民中心のまちづくり】を目指して取り組
んでまいります。

町税
7億5,714万円

13.7%

分担金・負担金
1,801万円

0.3%
使用料・手数料

3,991万円
0.7%

寄附金
9,733万円

1.8%

繰入金･繰越金
5億7,068万円

10.3%

諸収入･財産収入
1億0,469万円

1.9%

地方譲与税
9,685万円 1.7%

各種交付金
2億0,634万円 3.7%

国庫支出金
3億4,221万円 6.2%

国庫支出金
3億4,221万円 6.2%

県支出金
3億5,614万円 6.4%

町債
3億0,670万円 5.5%

地方交付税
26億5,000万円

47.8%

1世帯当たりに
掛かる費用 約183万円 約95万円

1人当たりに
掛かる費用

総務費
11億0,073万円

19.8%

民生費
11億3,914万円

20.5%

公債費
6億5,965万円

11.9%

公債費
6億5,965万円

11.9%

予備費
1,000万円 0.2%

災害復旧費
1万円 0.0%

諸支出金
205万円 0.0%

消防費
3億1,021万円

5.6%

消防費
3億1,021万円

5.6%

衛生費
8億4,875万円

15.3%

教育費
5億4,286万円

9.8%議会費
7,357万円 1.3%

労働費
74万円
0.0%

商工費
1億4,688万円

2.6%

土木費
3億5,605万円 6.4%

土木費
3億5,605万円 6.4%

目的別

農林水産業費
3億5,536万円

6.4%

農林水産業費
3億5,536万円

6.4%

令和８年度予算令和８年度予算

令和8年度特別会計予算及び公営企業会計予算 (単位:千円）

会　計　名 令和8年度
当初予算額

比　較
金　額 伸　率

公
営
企
業
会
計

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水
道
事
業

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

浄
化
槽
事
業

942,800
209,415

1,411,310
253,847
253,847
113,530
176,770
60,119
60,119
47,128
47,357

946,147
181,855

1,404,991
249,081
249,081
118,359
186,893
57,310
57,310
46,667
46,991

令和7年度
当初予算額

△ 3,347
27,560
6,319
4,766
4,766

△ 4,829
△ 10,123

2,809
2,809

461
366

△ 0.4%
15.2%
0.4%
1.9%
1.9%

△ 4.1%
△ 5.4%

4.9%
4.9%
1.0%
0.8%

3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



第５次総合計画分野別・令和8年度主な事業
（単位:千円）
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　令和8年度下仁田町の一般会計予算は55億4,600万円で、前年度比較2億9,700万円の減額（△ 5.1％）となりま
した。今年度も「第5次総合計画」や「下仁田町デジタル田園都市構想総合戦略」の政策体系に基づき、本町の発展
に繋がる施策や事業を中心に効率的な予算配分を行い、この予算のもとで【町民中心のまちづくり】を目指して取り組
んでまいります。

町税
7億5,714万円

13.7%

分担金・負担金
1,801万円

0.3%
使用料・手数料

3,991万円
0.7%

寄附金
9,733万円

1.8%

繰入金･繰越金
5億7,068万円

10.3%

諸収入･財産収入
1億0,469万円

1.9%

地方譲与税
9,685万円 1.7%

各種交付金
2億0,634万円 3.7%

国庫支出金
3億4,221万円 6.2%

国庫支出金
3億4,221万円 6.2%

県支出金
3億5,614万円 6.4%

町債
3億0,670万円 5.5%

地方交付税
26億5,000万円

47.8%

1世帯当たりに
掛かる費用 約183万円 約95万円

1人当たりに
掛かる費用

総務費
11億0,073万円

19.8%

民生費
11億3,914万円

20.5%

公債費
6億5,965万円

11.9%

公債費
6億5,965万円

11.9%

予備費
1,000万円 0.2%

災害復旧費
1万円 0.0%

諸支出金
205万円 0.0%

消防費
3億1,021万円

5.6%

消防費
3億1,021万円

5.6%

衛生費
8億4,875万円

15.3%

教育費
5億4,286万円

9.8%議会費
7,357万円 1.3%

労働費
74万円
0.0%

商工費
1億4,688万円

2.6%

土木費
3億5,605万円 6.4%

土木費
3億5,605万円 6.4%

目的別

農林水産業費
3億5,536万円

6.4%

農林水産業費
3億5,536万円

6.4%

令和８年度予算令和８年度予算

令和8年度特別会計予算及び公営企業会計予算 (単位:千円）

会　計　名 令和8年度
当初予算額

比　較
金　額 伸　率

公
営
企
業
会
計

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水
道
事
業

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

浄
化
槽
事
業

942,800
209,415

1,411,310
253,847
253,847
113,530
176,770
60,119
60,119
47,128
47,357

946,147
181,855

1,404,991
249,081
249,081
118,359
186,893
57,310
57,310
46,667
46,991

令和7年度
当初予算額

△ 3,347
27,560
6,319
4,766
4,766

△ 4,829
△ 10,123

2,809
2,809

461
366

△ 0.4%
15.2%
0.4%
1.9%
1.9%

△ 4.1%
△ 5.4%

4.9%
4.9%
1.0%
0.8%
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行政情報行政情報

町の年齢別人口（人口ピラミッド）町の年齢別人口（人口ピラミッド）

男
　性

男
　性

女
　性

女
　性

男女６５歳以上～　計３,226人
（町の全人口の５5．16％）

男　計１，487人
女　計１，７39人

男女１５～６４歳　計2，384人
（町の全人口の４0．77％）

男　計１，283人
女　計１，101人

男女０～１４歳　計２38人
（町の全人口の4．07％）

男　計１２0人
女　計１18人

下仁田町の人口
（Ｒ8．４．１現在）

合計　　　　　　　　5，848人
男　　　　　　　　　２，890人
女　　　　　　　　　2，958人

世帯数　　　　　　３，０25世帯
世帯平均　　　　 　　　1．9人
平均年齢　　　　　　６2．00歳

この表は令和8年４月１日現在の下
仁田町の年齢別人口を表したものです。
図の中央にある数字が年齢、その両脇
にある数字がその年齢の人口数です。
中央左側が男性の数、右側が女性の数
で、★１つを１～５人分に換算して表示し
てあります。

令和8年４月１日現在令和8年度（２０２6）保健推進員名簿
地域の健康増進や保健事業の推進役としてお世話になります。

●保健推進員に関する問い合わせ先　保健課保健係（保健センター内）　☎８２－５４９０

（敬称略）

　
特
定
疾
患
等
患
者
、難
病
患
者
、ま
た
は

そ
の
保
護
者
に
対
し
て
見
舞
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

○
現
在
受
給
中
の
方
へ

　
５
月
中
に
現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。現
況
届
の
提
出
が
さ
れ
な
い
場
合

は
、見
舞
金
の
支
給
が
停
止
と
な
り
ま
す
。

（
現
況
届
は
福
祉
課
か
ら
郵
送
し
ま
す
）

○
新
た
に
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　
別
表
に
該
当
す
る
方
で
、見
舞
金
の
受
給

申
請
書
を
提
出
し
た
こ
と
が
な
い
方
は
６

月
１
日（
月
）ま
で
に
福
祉
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課
福
祉
係 

☎
64
―
8
8
0
3（
直
通
）

支　給　要　件
心臓機能障害1～3級
腎臓機能障害1～3級
ぼうこう・直腸障害
リウマチ1～3級

特定疾患医療給付
小児慢性特定疾患医療給付
慢性疾患児医療給付

申請に必要なもの

身体障害者手帳
印鑑・通帳

医師の証明書・印鑑・通帳
（証明書の用紙は福祉課に
あります）

特定疾患等医療受給者証
印鑑・通帳

こんにゃくぜんそく

特
定
疾
患
等
難
病
患
者

見
舞
金

下仁田地区

下
町
区

仲
町
区

上
町
区

旭
町
区

東
町

川
井
区

吉
崎
区

栗
山
区

氏名
佐藤あけみ
茂木　綾子
加庭　啓子
柴山千恵子
藤﨑美知子
森川惠美子
嵩　トシ子
市川　昌子
金井　幸恵
佐藤　千栄
岩井　光子
渡邊　和美
勅使川原佐智子
佐藤　妙子
小沢　有紀
諸星　澄枝
黒澤　悦子
神戸　環
茂木　鈴子
臼田　琴子
神戸あけみ
掛川　香織
佐藤　京子
橳島　直子
瀬下　元美
吉澤　一美
髙橋由実子
今井　文代
田村ハツ江
田村　次子

１区
２区
３区
３区
４区
５区
６区
７区
８区
９区
１０区
１１区
１２区
１３区
１４区
１５区
１６区
１７区
１７区
１７区
１８区
１８区
１９区
２０区
２１区
２１区
２２区
２３区
２４区
２５区

小坂地区

下
小
坂
区

大
坂
区

中小
坂区

上
小
坂
区

東
野
牧
区

大平区

氏名
齋藤　江
林　里江子
白井　恵子
新井美知子
永井多鶴子
神戸由美子
永井美恵子
飯島　良子
須藤　嘉子
工藤　美紀
齋藤　定子
柳澤　英子
永井すみ江
大澤　裕美
上原　聡子
高橋　宣子

１区
２区
２区
３区
４区
１３区
５区
６区
７区
７区
８区
８区
９区
１０区
１１区
１２区

馬山地区

大
東
区

中
央
区

小
川
区

蒔
田
区

城
西
区

緑ヶ丘区

氏名
小根澤ゆかり
今井　伸枝
榊原ひとみ
今井　清美
田中紗也子
橋　益代
竹内美惠子
下山　好美
今井よし子
石井みゆき
永井　清子
佐藤るみ子
内田三代子
横田　末子
小金澤弘子
清水　邦子
神戸富士美
下山美穂子
市川　敦子
下山久美子
吉田由美子
福田　一惠
佐藤　千里
神戸　妙子

杣瀬
下鎌田
上鎌田
中島
大塚
北田
田城
山際
天神森
若宮東
若宮西・南
上ノ谷戸
光陽団地
竹ノ上
竹ノ上
横瀬
下蒔田
上蒔田
細萱
安楽地
堀ノ内
石淵・赤津
白山
緑ヶ丘

青倉地区

下
青
倉
区

上
青
倉
区

土
谷
沢
区

氏名
新井まち子
今井美由紀
小金澤美津子
岩崎江理子
岩井　枝美
林　楼子
今井美代子
石井　美保
神戸　房子
神戸　滿
神戸ひとみ
岩崎千寿子
岩崎　律子
大河原三枝子
土谷　初江

下郷 風口
宮室
井戸ノ上
東上下村、大北野
小北野
跡関
日向
日影
峯大石 清水
滝の下
赤谷 白岩
土谷沢
七久保
平原
桑本

西牧地区

南
野
牧
区

横
間
区

西
野
牧
区

矢
川
区

宮室区本宿区

市ノ萱区

大桑原区

氏名
神戸　順子
伊藤　春花
廣澤　邦子
荻野　照美
髙橋　久江
黛　洋子
高瀬　幸
須藤　茂子
廣澤てる子
安藤八重子
黛　美惠子
並木　雪江
佐藤　節子
黛　光惠
佐藤　恵
原　孝子
瀬戸　朱美
園部　恵子
園部　英子
神戸　明美
佐藤たづ子
柳澤　米子
村岡　政代
圡屋　征子

本宿１区
本宿２区
横間３区
横間３区
藤井３区
中平４区
中丸 芳平４区
三ﾂ瀬 中萱５区
相沢 竹の入５区

根小屋９区
小出屋１０区
黒川１１区
中野半弓１１区

大栗１３区
新屋１３区
瀬成１４区
芝の沢１４区
初鳥屋１５区
小平１５区
萱倉１５区
高立１５区

市ノ萱 高梨
白井平６区

赤岩 滑岩
清水沢１２区

東平６区
屋敷７区
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行政情報行政情報

町の年齢別人口（人口ピラミッド）町の年齢別人口（人口ピラミッド）

男
　性

男
　性

女
　性

女
　性

男女６５歳以上～　計３,226人
（町の全人口の５5．16％）

男　計１，487人
女　計１，７39人

男女１５～６４歳　計2，384人
（町の全人口の４0．77％）

男　計１，283人
女　計１，101人

男女０～１４歳　計２38人
（町の全人口の4．07％）

男　計１２0人
女　計１18人

下仁田町の人口
（Ｒ8．４．１現在）

合計　　　　　　　　5，848人
男　　　　　　　　　２，890人
女　　　　　　　　　2，958人

世帯数　　　　　　３，０25世帯
世帯平均　　　　 　　　1．9人
平均年齢　　　　　　６2．00歳

この表は令和8年４月１日現在の下
仁田町の年齢別人口を表したものです。
図の中央にある数字が年齢、その両脇
にある数字がその年齢の人口数です。
中央左側が男性の数、右側が女性の数
で、★１つを１～５人分に換算して表示し
てあります。

令和8年４月１日現在令和8年度（２０２6）保健推進員名簿
地域の健康増進や保健事業の推進役としてお世話になります。

●保健推進員に関する問い合わせ先　保健課保健係（保健センター内）　☎８２－５４９０

（敬称略）

　
特
定
疾
患
等
患
者
、難
病
患
者
、ま
た
は

そ
の
保
護
者
に
対
し
て
見
舞
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

○
現
在
受
給
中
の
方
へ

　
５
月
中
に
現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。現
況
届
の
提
出
が
さ
れ
な
い
場
合

は
、見
舞
金
の
支
給
が
停
止
と
な
り
ま
す
。

（
現
況
届
は
福
祉
課
か
ら
郵
送
し
ま
す
）

○
新
た
に
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　
別
表
に
該
当
す
る
方
で
、見
舞
金
の
受
給

申
請
書
を
提
出
し
た
こ
と
が
な
い
方
は
６

月
１
日（
月
）ま
で
に
福
祉
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課
福
祉
係 

☎
64
―
8
8
0
3（
直
通
）

支　給　要　件
心臓機能障害1～3級
腎臓機能障害1～3級
ぼうこう・直腸障害
リウマチ1～3級

特定疾患医療給付
小児慢性特定疾患医療給付
慢性疾患児医療給付

申請に必要なもの

身体障害者手帳
印鑑・通帳

医師の証明書・印鑑・通帳
（証明書の用紙は福祉課に
あります）

特定疾患等医療受給者証
印鑑・通帳

こんにゃくぜんそく

特
定
疾
患
等
難
病
患
者

見
舞
金

下仁田地区

下
町
区

仲
町
区

上
町
区

旭
町
区

東
町

川
井
区

吉
崎
区

栗
山
区

氏名
佐藤あけみ
茂木　綾子
加庭　啓子
柴山千恵子
藤﨑美知子
森川惠美子
嵩　トシ子
市川　昌子
金井　幸恵
佐藤　千栄
岩井　光子
渡邊　和美
勅使川原佐智子
佐藤　妙子
小沢　有紀
諸星　澄枝
黒澤　悦子
神戸　環
茂木　鈴子
臼田　琴子
神戸あけみ
掛川　香織
佐藤　京子
橳島　直子
瀬下　元美
吉澤　一美
髙橋由実子
今井　文代
田村ハツ江
田村　次子

１区
２区
３区
３区
４区
５区
６区
７区
８区
９区
１０区
１１区
１２区
１３区
１４区
１５区
１６区
１７区
１７区
１７区
１８区
１８区
１９区
２０区
２１区
２１区
２２区
２３区
２４区
２５区

小坂地区

下
小
坂
区

大
坂
区

中小
坂区

上
小
坂
区

東
野
牧
区

大平区

氏名
齋藤　江
林　里江子
白井　恵子
新井美知子
永井多鶴子
神戸由美子
永井美恵子
飯島　良子
須藤　嘉子
工藤　美紀
齋藤　定子
柳澤　英子
永井すみ江
大澤　裕美
上原　聡子
高橋　宣子

１区
２区
２区
３区
４区
１３区
５区
６区
７区
７区
８区
８区
９区
１０区
１１区
１２区

馬山地区

大
東
区

中
央
区

小
川
区

蒔
田
区

城
西
区

緑ヶ丘区

氏名
小根澤ゆかり
今井　伸枝
榊原ひとみ
今井　清美
田中紗也子
橋　益代
竹内美惠子
下山　好美
今井よし子
石井みゆき
永井　清子
佐藤るみ子
内田三代子
横田　末子
小金澤弘子
清水　邦子
神戸富士美
下山美穂子
市川　敦子
下山久美子
吉田由美子
福田　一惠
佐藤　千里
神戸　妙子

杣瀬
下鎌田
上鎌田
中島
大塚
北田
田城
山際
天神森
若宮東
若宮西・南
上ノ谷戸
光陽団地
竹ノ上
竹ノ上
横瀬
下蒔田
上蒔田
細萱
安楽地
堀ノ内
石淵・赤津
白山
緑ヶ丘

青倉地区

下
青
倉
区

上
青
倉
区

土
谷
沢
区
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会長・副会長 区長会長
（下仁田地区） 柳澤　常雄

小沢　明

安藤　剛雄

岩井　初男

下仁田地区

小坂地区

青倉地区

区長会副会長
（西牧地区）

下山　道雄

安藤　茂

黛　郁雄

馬山地区

西牧地区代表区長

地区の代表として、町民皆様と町政とを結び町の発展のためにご尽力を賜ります。 （敬称略）
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川 井 区
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小
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区　　別 区　　　長
氏　名

◆印は新任区長

区　　　長

令和8年度　役員を紹介します　ー１年間よろしくお願いしますー

◆

◆

◆

◆
◆
◆

●区長に関する問い合わせ
　総務課行政係（内線３０１）　
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安 藤 茂 　
佐　藤　武　伯
園 部 隆 　
岩　井　初　男
黒　澤　忠　之
渡　部　淳　司
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西
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小
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青
　倉

◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆

◆
◆

機構及び役員紹介機構及び役員紹介
（令和8年４月１日現在）

下仁田町組織図
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行政情報行政情報

　自動車税は、毎年４月１日現在で、運輸支局に登録されている自動車の所有者に課税されます。５月上旬に自
動車税事務所から送付される納税通知書により、納期限までに納めてください。
●納期限　６月１日（月）
●納税場所　県内の金融機関のほか、「地方税統一QRコード」対応の全国の金融機関、郵便局、県自動車
税事務所、行政県税事務所、コンビニエンスストアでの納税に加え、「地方税お支払サイト」を利用して、クレジッ
トカードやインターネットバンキングで納税できます。また、スマートフォン決済アプリやPay－easy（ペイジー）対
応のインターネットバンキング・ＡＴＭからも納付できます。
※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
※詳しくは５月に送付される納税通知書、または群馬県ホームページ【（httpｓ：／／www．pref．gunma．jp／）
にアクセスし、「自動車税特集」で検索】でご確認ください。
●その他　口座振替納税をご利用の場合、６月１日（月）が引き落とし日となりますので、前営業日までに預金残
高を必ずご確認ください。これから申し込まれる場合は、令和９年度の納税からのご利用となります。
　なお、軽自動車、バイクには軽自動車税がかかります。詳しくは、下仁田町役場住民税務課にお問い合わせく
ださい。
●問い合わせ先　富岡行政県税事務所　☎０２７４－６３－２２４５
　　　　　　　　又は群馬県自動車税事務所　☎０２７－２６３－４３４３

５月は自動車税の納期です

　自動車税（県税）を役場会計課窓口で納付していただくと、その取扱い事務費として、後日県から納付額の
２％が町に交付されます。
　昨年度町では約1,280万円の県税を取扱い、その事務費として約25万円が県から交付され、町の貴重な
財源となりました。
　自動車税（県税）を納付の際は、役場会計課窓口をご利用いただき、町の収入増にご協力ください。
※不動産取得税や個人の事業税（県税）も役場会計課窓口で納付できます。
●問い合わせ先　会計課　☎82－2114（直通）

自動車税等の役場会計課での納付のお願い

　障害者手帳をお持ちの方で、軽自動車の所有者が、障害の程度など一定の条件を満たしている場合には、
申請により軽自動車税が減免になる制度があります。役場に納税通知書・障害者手帳・運転免許証をお持ちい
ただき、減免申請をしてください。なお、普通自動車にも同様の制度がありますが、どちらも所有している場合、減
免をすることができるのはどちらか１台のみです。
　特種用途自動車（身体障害者用の車両）の所有者は、その形状により該当するものは減免の対象となります。
役場に納税通知書・運転免許証・車検証・特別な仕様が確認できる書類をお持ちいただき、減免申請をしてくだ
さい。
●車検を必要とする車両で、口座振替をした場合の車検用納税証明書について　
　車検を必要とする車両で、軽自動車税を口座振替で納付いただいた方には、車検に必要な納税証明書を６
月中旬に発送いたします。
　その通知書が届くまでの間に、納税証明書が早急に必要な場合は、軽自動車税が振替されたことを記帳した
通帳を持参して、町役場税務係へお越しください。振替が確認できれば、「税証明等交付（閲覧）申請書」の提
出により、その場で納税証明書を発行いたします。
●問い合わせ先　住民税務課税務係　☎82－2113（直通）

軽自動車税の減免申請は５月２５日（月）までに！
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●ダイレクト(e-Taxによる口座振替)納付とは？
　e－Taxを利用して申告等データを送信した後、事前に届出をした預貯金口座から、口座引落しに
より国税を納付する方法です。源泉所得税を納付する方など納付機会の多い方にオススメです。
　ダイレクト納付の詳細は動画を、利用手続の詳細はマニュアル①「ダイレクト納付（e－Taxによ
る口座振替）マニュアル」を、それぞれご覧ください。また、「源泉所得税のキャッシュレス納付体
験コーナー」で、実際の画面（e－Tax）を使い、徴収高計算書の作成から納付手続までの一連の流
れを体験できます。
●ダイレクト納付のメリット
　期限内であれば引落日を指定することができます（自動ダイレクトを利用する場合の引落日は法定
納期限（法定納期限当日に手続をした場合は翌取引日）となります。）。
　複数の預貯金口座を登録できるので、税目ごとに口座を変更することもできます。
●ダイレクト納付を利用した予納
　ダイレクト納付では、将来に納付することが見込まれる国税について、その課税期間内であれば、
定期的に均等額を納付する方法や、収入に応じて任意のタイミングで納付する方法など、ご都合・ご
事情に応じた計画的な納付が可能です。納付が遅れた場合にかかる延滞税等のリスク回避や、申告時
に一括で納税資金を準備する負担を軽減することができるというメリットがあります。
　手続方法はマニュアル②「ダイレクト納付を利用した予納（e－Taxソフト（WEB版））の流れ」
をご覧ください。
●問い合わせ先
富岡税務署　☎６３－２２３５
※自動音声案内で２番を選択

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ

マニュアル① マニュアル②

県税の納税方法自動車税特集

動画 体験コーナー
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国税のダイレクト納付が便利でオススメです
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行政情報行政情報
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ださい。
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５月は自動車税の納期です

　自動車税（県税）を役場会計課窓口で納付していただくと、その取扱い事務費として、後日県から納付額の
２％が町に交付されます。
　昨年度町では約1,280万円の県税を取扱い、その事務費として約25万円が県から交付され、町の貴重な
財源となりました。
　自動車税（県税）を納付の際は、役場会計課窓口をご利用いただき、町の収入増にご協力ください。
※不動産取得税や個人の事業税（県税）も役場会計課窓口で納付できます。
●問い合わせ先　会計課　☎82－2114（直通）

自動車税等の役場会計課での納付のお願い

　障害者手帳をお持ちの方で、軽自動車の所有者が、障害の程度など一定の条件を満たしている場合には、
申請により軽自動車税が減免になる制度があります。役場に納税通知書・障害者手帳・運転免許証をお持ちい
ただき、減免申請をしてください。なお、普通自動車にも同様の制度がありますが、どちらも所有している場合、減
免をすることができるのはどちらか１台のみです。
　特種用途自動車（身体障害者用の車両）の所有者は、その形状により該当するものは減免の対象となります。
役場に納税通知書・運転免許証・車検証・特別な仕様が確認できる書類をお持ちいただき、減免申請をしてくだ
さい。
●車検を必要とする車両で、口座振替をした場合の車検用納税証明書について　
　車検を必要とする車両で、軽自動車税を口座振替で納付いただいた方には、車検に必要な納税証明書を６
月中旬に発送いたします。
　その通知書が届くまでの間に、納税証明書が早急に必要な場合は、軽自動車税が振替されたことを記帳した
通帳を持参して、町役場税務係へお越しください。振替が確認できれば、「税証明等交付（閲覧）申請書」の提
出により、その場で納税証明書を発行いたします。
●問い合わせ先　住民税務課税務係　☎82－2113（直通）

軽自動車税の減免申請は５月２５日（月）までに！
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●ダイレクト(e-Taxによる口座振替)納付とは？
　e－Taxを利用して申告等データを送信した後、事前に届出をした預貯金口座から、口座引落しに
より国税を納付する方法です。源泉所得税を納付する方など納付機会の多い方にオススメです。
　ダイレクト納付の詳細は動画を、利用手続の詳細はマニュアル①「ダイレクト納付（e－Taxによ
る口座振替）マニュアル」を、それぞれご覧ください。また、「源泉所得税のキャッシュレス納付体
験コーナー」で、実際の画面（e－Tax）を使い、徴収高計算書の作成から納付手続までの一連の流
れを体験できます。
●ダイレクト納付のメリット
　期限内であれば引落日を指定することができます（自動ダイレクトを利用する場合の引落日は法定
納期限（法定納期限当日に手続をした場合は翌取引日）となります。）。
　複数の預貯金口座を登録できるので、税目ごとに口座を変更することもできます。
●ダイレクト納付を利用した予納
　ダイレクト納付では、将来に納付することが見込まれる国税について、その課税期間内であれば、
定期的に均等額を納付する方法や、収入に応じて任意のタイミングで納付する方法など、ご都合・ご
事情に応じた計画的な納付が可能です。納付が遅れた場合にかかる延滞税等のリスク回避や、申告時
に一括で納税資金を準備する負担を軽減することができるというメリットがあります。
　手続方法はマニュアル②「ダイレクト納付を利用した予納（e－Taxソフト（WEB版））の流れ」
をご覧ください。
●問い合わせ先
富岡税務署　☎６３－２２３５
※自動音声案内で２番を選択

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ

マニュアル① マニュアル②

県税の納税方法自動車税特集

動画 体験コーナー
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国税のダイレクト納付が便利でオススメです
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行政情報行政情報

　現在、外務省では、国際観光旅客税の税率引上げ（令和８年７月１日以後に適用する方向で調
整中）を前提に、パスポート手数料の引下げに向けた調整が進められています。今後、国で正式
に決定された場合、例えば１０年有効のパスポートは、オンライン申請で現行１５，９００円か
ら８，９００円に引き下げられる見込みです。
　新手数料は令和８年７月１日の申請分から適用される予定ですが、その後は申請が集中して窓
口が混み合い、交付までの期間が通常（約２週間）より長くなる可能性があります。
　海外渡航を予定されている方は、余裕をもって早めに申請をしてください。
　また、パスポート申請後に「いつ受け取り可能か」をインターネットによりご自分で確認でき
るサービスも始まっています。交付予定日が近くなったらぜひご活用ください。
（詳しくは県ホームページ「パスポート申請について」ページをご覧ください）
（「パスけん」URL（群馬県用））
https：／／www．epassport．ezairyu．mofa．go．jp／
RP／sr？cs＝１０００
●問い合わせ先　住民税務課住民係　☎８２－２１１２

パスポートの申請はお早めに！

　令和８年度の労働保険の年度更新手続きに必要な申告書及び関係書類は、令
和８年５月下旬に厚生労働省から各事業主様へ送付されます。申告書及び関係
書類がお手元に届きましたら、「６月１日（月）から７月１０日（金）」の期
間内に申告・納付手続きをお願いします。

●労働保険の年度更新は、「電子申請（ｅ－Ｇｏｖサイト）」を
　利用することで、２４時間いつでも手続きできます。

●労働保険料の納付は、口座振替が便利です。
　詳しくは、厚生労働省ホームページをご覧ください。

●問い合わせ先
群馬労働局総務部労働保険徴収室
☎０２７－８９６－４７３４
または最寄りの各労働基準監督署・各公共職業安定所へ

　令和８年度の労働保険の年度更新手続きに必要な申告書及び関係書類は、令
和８年５月下旬に厚生労働省から各事業主様へ送付されます。申告書及び関係
書類がお手元に届きましたら、「６月１日（月）から７月１０日（金）」の期
間内に申告・納付手続きをお願いします。

●労働保険の年度更新は、「電子申請（ｅ－Ｇｏｖサイト）」を
　利用することで、２４時間いつでも手続きできます。

●労働保険料の納付は、口座振替が便利です。
　詳しくは、厚生労働省ホームページをご覧ください。

●問い合わせ先
群馬労働局総務部労働保険徴収室
☎０２７－８９６－４７３４
または最寄りの各労働基準監督署・各公共職業安定所へ

事業主のみなさまへ「労働保険の年度更新」のお知らせ　

ひとり暮らし高齢者等調査を実施します

町長交際費を公表します

　ひとり暮らし高齢者等の状態を把握するとともに、緊急時の連絡先を把握する目的で実施します。
●対象となる世帯
町内に居住する７５歳以上のひとり暮らし等の方
※同一敷地内に住んでいても、家族と食事や入浴など生活実態が異なる場合は調査対象となります。
●調査時期　５月１日（金）～６月下旬
●調査員　地区の民生委員
●内容　①緊急連絡先の確認　②移動方法等についての把握
　　　　③緊急時等における個人情報提供に関する同意
●調査に関する問い合わせ先　福祉課包括支援係　☎６４－８８０４（直通）

●町長交際費とは
　町政の円滑な運営を図るため、町を代表
して行う個人または団体との交際に要する経
費です。「下仁田町町長交際費支出規程」
の公開基準に基づき公開します。
●問い合わせ先
総務課秘書係　☎82―211１

　高齢期を健やかに過ごすため、旅行を通じた介護予防を目的に新たに旅行事業を行いま
す。対象となる方へは８月下旬を目処に個別通知文を発送します。（※ただし、以下の②に
ついて、町の国保を通さず、個人的に人間ドックを受けた方へは個別通知が発送されません
ので、お問い合わせください。
◎対象者（全てに該当する方が対象です）
　①町内に住所を有する満75歳以上の方
　②令和7年度に町の健康診査又は人間ドック（町外受診も含む）を受診した方
　 （令和８年６月末までに受診した方も対象）
　③介護保険法に規定する要介護認定又は要支援認定、事業対象者の認定を受けていない方
　④町税等を滞納していない方
◎旅行の概要
　●日　時　令和８年１０月～１１月の間で今後決定
　●行　先　茨城県方面（大洗水族館・那珂湊他）
　●定　員　１２０名（予定）
　※申込多数の場合は、年齢の高い方から優先して
　　参加者を決定します。
　●参加費　無料　●その他　大型バス利用
　●問い合わせ先
　　福祉課包括支援係　☎0274－64－8804（直通）

本年「秋」開催！健康づくりシニア交流旅行事業について

1

2

3

支出日

3月22日

3月22日

3月分

支出区分

慶祝

その他

その他

支出金額

5,000

13,231

6,480

24,711

支出内容支

山際稲荷神社例大祭お祝い

手土産等　２件

(3月分) (単位:円)

3月分 計

こんにゃく消費拡大
イベント黒蜜きなこ
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行政情報行政情報

　現在、外務省では、国際観光旅客税の税率引上げ（令和８年７月１日以後に適用する方向で調
整中）を前提に、パスポート手数料の引下げに向けた調整が進められています。今後、国で正式
に決定された場合、例えば１０年有効のパスポートは、オンライン申請で現行１５，９００円か
ら８，９００円に引き下げられる見込みです。
　新手数料は令和８年７月１日の申請分から適用される予定ですが、その後は申請が集中して窓
口が混み合い、交付までの期間が通常（約２週間）より長くなる可能性があります。
　海外渡航を予定されている方は、余裕をもって早めに申請をしてください。
　また、パスポート申請後に「いつ受け取り可能か」をインターネットによりご自分で確認でき
るサービスも始まっています。交付予定日が近くなったらぜひご活用ください。
（詳しくは県ホームページ「パスポート申請について」ページをご覧ください）
（「パスけん」URL（群馬県用））
https：／／www．epassport．ezairyu．mofa．go．jp／
RP／sr？cs＝１０００
●問い合わせ先　住民税務課住民係　☎８２－２１１２

パスポートの申請はお早めに！

　令和８年度の労働保険の年度更新手続きに必要な申告書及び関係書類は、令
和８年５月下旬に厚生労働省から各事業主様へ送付されます。申告書及び関係
書類がお手元に届きましたら、「６月１日（月）から７月１０日（金）」の期
間内に申告・納付手続きをお願いします。

●労働保険の年度更新は、「電子申請（ｅ－Ｇｏｖサイト）」を
　利用することで、２４時間いつでも手続きできます。

●労働保険料の納付は、口座振替が便利です。
　詳しくは、厚生労働省ホームページをご覧ください。

●問い合わせ先
群馬労働局総務部労働保険徴収室
☎０２７－８９６－４７３４
または最寄りの各労働基準監督署・各公共職業安定所へ

　令和８年度の労働保険の年度更新手続きに必要な申告書及び関係書類は、令
和８年５月下旬に厚生労働省から各事業主様へ送付されます。申告書及び関係
書類がお手元に届きましたら、「６月１日（月）から７月１０日（金）」の期
間内に申告・納付手続きをお願いします。

●労働保険の年度更新は、「電子申請（ｅ－Ｇｏｖサイト）」を
　利用することで、２４時間いつでも手続きできます。

●労働保険料の納付は、口座振替が便利です。
　詳しくは、厚生労働省ホームページをご覧ください。

●問い合わせ先
群馬労働局総務部労働保険徴収室
☎０２７－８９６－４７３４
または最寄りの各労働基準監督署・各公共職業安定所へ

事業主のみなさまへ「労働保険の年度更新」のお知らせ　

ひとり暮らし高齢者等調査を実施します

町長交際費を公表します

　ひとり暮らし高齢者等の状態を把握するとともに、緊急時の連絡先を把握する目的で実施します。
●対象となる世帯
町内に居住する７５歳以上のひとり暮らし等の方
※同一敷地内に住んでいても、家族と食事や入浴など生活実態が異なる場合は調査対象となります。
●調査時期　５月１日（金）～６月下旬
●調査員　地区の民生委員
●内容　①緊急連絡先の確認　②移動方法等についての把握
　　　　③緊急時等における個人情報提供に関する同意
●調査に関する問い合わせ先　福祉課包括支援係　☎６４－８８０４（直通）

●町長交際費とは
　町政の円滑な運営を図るため、町を代表
して行う個人または団体との交際に要する経
費です。「下仁田町町長交際費支出規程」
の公開基準に基づき公開します。
●問い合わせ先
総務課秘書係　☎82―211１

　高齢期を健やかに過ごすため、旅行を通じた介護予防を目的に新たに旅行事業を行いま
す。対象となる方へは８月下旬を目処に個別通知文を発送します。（※ただし、以下の②に
ついて、町の国保を通さず、個人的に人間ドックを受けた方へは個別通知が発送されません
ので、お問い合わせください。
◎対象者（全てに該当する方が対象です）
　①町内に住所を有する満75歳以上の方
　②令和7年度に町の健康診査又は人間ドック（町外受診も含む）を受診した方
　 （令和８年６月末までに受診した方も対象）
　③介護保険法に規定する要介護認定又は要支援認定、事業対象者の認定を受けていない方
　④町税等を滞納していない方
◎旅行の概要
　●日　時　令和８年１０月～１１月の間で今後決定
　●行　先　茨城県方面（大洗水族館・那珂湊他）
　●定　員　１２０名（予定）
　※申込多数の場合は、年齢の高い方から優先して
　　参加者を決定します。
　●参加費　無料　●その他　大型バス利用
　●問い合わせ先
　　福祉課包括支援係　☎0274－64－8804（直通）

本年「秋」開催！健康づくりシニア交流旅行事業について

1

2

3

支出日

3月22日

3月22日

3月分

支出区分

慶祝

その他

その他

支出金額

5,000

13,231

6,480

24,711

支出内容支

山際稲荷神社例大祭お祝い

手土産等　２件

(3月分) (単位:円)

3月分 計

こんにゃく消費拡大
イベント黒蜜きなこ
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行政情報行政情報

　
毎
年
５
月
１２
日
か
ら
１８
日
は
民
生

委
員
・
児
童
委
員
活
動
周
知
の
た
め

の「
活
動
強
化
週
間
」で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
こ
と
を
知
って
も
ら
う
た
め

に
周
知
を
図
り
、活
動
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

●
民
生
委
員・児
童
委
員
と
は
？

○
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
地
域
の
福

祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
、非
常
勤
の
地
方
公
務
員
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
の
で
無
報
酬
で

活
動
し
て
い
ま
す
。任
期
は
３
年
間
で

す
。

○
地
域
の
見
守
り
、住
民
の
身
近
な

相
談
相
手
、関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
で
す
。

　
高
齢
者
、障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
が

安
全
に
生
活
で
き
て
い
る
か
定
期
的

な
見
守
り
を
行
って
い
ま
す
。

　
同
じ
地
域
で
生
活
す
る
住
民
の一

員
と
し
て
、住
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。必
要
な
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
専
門
機
関
への

つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。 ５

月
12
日
（
火
）
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す
。

○
主
任
児
童
委
員
と
は
？

　
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
関
す
る

支
援
を
専
門
に
活
動
し
て
い
る「
主

任
児
童
委
員
」が
い
ま
す
。地
区
の
委

員
と
連
携
し
な
が
ら
、子
育
て
の
支

援
、児
童
健
全
育
成
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

○
秘
密
を
守
り
ま
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
法
に

基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ
る
た
め
、相

談
内
容
を
ほ
か
の
人
に
漏
ら
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。お
困
り
の
こ
と
が
あ

れ
ば
、安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

（
福
祉
課
福
祉
係
）

☎
64―

８
８
０
３

　
肥
料
や
生
産
資
材
な
ど
の
価
格
高

騰
で
、影
響
を
受
け
て
い
る
農
林
業
者

に
対
し
て
、事
業
継
続
に
向
け
た
安
定

生
産
の
下
支
え
を
す
る
た
め
、農
林
業

に
係
る
経
費
の一部
を
支
援
し
ま
す
。

●
支
援
内
容

　
令
和
６
年
分
の
税
申
告
し
た
特
定

経
費（
肥
料
費
、飼
料
費
、農
具
費
、

農
林
業
物
価
高
騰
対
策

支
援
事
業
に
つ
い
て

農
薬
衛
生
費
、諸
材
料
費
、動
力
光

熱
費
）の
合
計
金
額
の
１０
％（
上
限
１０

万
円
　
畜
産
業・蒟
蒻・し
い
た
け
農

家
は
上
限
２０
万
円
）

●
申
請
期
限
　
５
月
２９
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
　
☎
64―

８
８
０
６

　
健
全
な
農
地
の
保
全
及
び
森
林
の

持
つ
公
益
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
、農
林
地
の
所
有
者

等
自
ら
行
う
荒
廃
を
防
止
す
る
保
全

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、農
林
業
機

械
等
の
購
入
に
要
す
る
費
用
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
と
な
る
方

左
記
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

②
農
地
に
お
い
て
は
農
地
法
で
定
め

ら
れ
た
農
地
を
町
内
に
所
有
し
て
い

る
方
、林
地
に
お
い
て
は
森
林
法
で
定

め
ら
れ
た
森
林
を
町
内
に
所
有
し
て

い
る
方

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

●
補
助
対
象
物・補
助
金
額

○
農
業
機
械

　
大
型
草
刈
機
…
購
入
金
額
が
税
抜

　
き
１０
万
円
以
上
で
、補
助
対
象
経

　
費
の
１
／
３
以
内
、上
限
３０
万
円

　
刈
払
機
…
購
入
金
額
が
税
抜
き
５

　
万
円
以
上
で
、補
助
対
象
経
費
の

　
１
／
５
以
内
、上
限
５
万
円

○
林
業
機
械

　
樹
木
粉
砕
機
…
購
入
金
額
が
税
抜

　
き
１０
万
円
以
上
で
、補
助
対
象
経

　
費
の
１
／
２
以
内
、上
限
３０
万
円

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
…
購
入
金
額
が
税
抜

　
き
５
万
円
以
上
で
、補
助
対
象
経

荒
廃
農
林
地
対
策
支
援
事
業
補
助
金

　
費
の
１
／
２
以
内
、上
限
１０
万
円

　
特
別
講
習
…
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
の

　
受
講
料
が
対
象
で
、補
助
対
象
経

　
費
の
１
／
２
以
内
、上
限
３
万
円

●
申
請
方
法

　
ご
希
望
の
補
助
対
象
物
を
購
入

後
、【
申
請
書・領
収
書
の
写
し・購
入

品
の
写
真
・
特
別
講
習
等
の
修
了
証

の
写
し
】を
農
林
課
へ
ご
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
　
右
記
の
提
出
書
類
の
ほ
か
、必

要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
別
途
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他

　
対
象
の
方
で
補
助
金
の
利
用
を
ご

検
討
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、詳
し
く
ご

説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
下

記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
　
☎
64―

８
８
０
６

締
切
間
近
！

消
防
団
詰
所
の
引
き
渡
し
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
８
年
４
月
１５
日（
水
）、第

3
分
団
第
1
部
消
防
団
詰
所
の
完

成
に
伴
い
、消
防
団
詰
所
の
引
渡
し

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。式
典
で
は

岩
崎
町
長
か
ら
黒
澤
団
長
へ
、黒
澤

団
長
か
ら
上
原
分
団
長
へ
詰
所
鍵

が
引
渡
し
さ
れ
ま
し
た
。完
成
し
た

詰
所
は
、シ
ャ
ワ
ー
室
や
女
性
用
ト

イ
レ
、更
衣
室
を
備
え
て
お
り
、今

後
の
女
性
団
員
の
入
団
に
も
適
応

し
て
い
ま
す
。第
3
分
団
第
1
部

は
、今
年
4
月
よ
り
第
3
部
と
統
合

し
、組
織
の
適
正
化
及
び
消
防
力
の

強
化
を
図
り
、こ
の
新
詰
所
で
新
た

な
出
発
と
な
り
ま
す
。

　
消
防
団
で
は
男
女
問
わ
ず
、団
員

　
地
元
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
２
０
２
６
年
４

月
１
日
か
ら
下
仁
田
分
署
の
運
用

が
開
始
と
な
り
、
５
月
１
日
に

は
、
開
署
式
典
を
執
り
行
う
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
58
年
に
竣
工
さ
れ
た
旧
下

仁
田
消
防
署
は
、
消
防
組
織
再
編

計
画
に
基
づ
き
、
庁
舎
、
設
備
等

の
著
し
い
老
朽
化
と
消
防
力
の
分

散
化
を
解
消
す
る
た
め
、
西
牧
分

遣
所
と
統
合
し
、
新
下
仁
田
分
署

と
し
て
旧
小
坂
小
学
校
跡
地
に
移

転
し
ま
し
た
。

　
こ
の
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
一
部
鉄
骨
造
の
２
階
建

て
で
旧
施
設
に
は
な
い
早
期
の
出

動
が
可
能
と
な
る
出
動
準
備
室
や

仮
眠
室
の
個
室
化
・
女
性
専
用
施

設
を
備
え
、
敷
地
内
に
は
訓
練

塔
、
自
家
用
給
油
所
を
設
け
て
お

り
、
従
来
の
施
設
か
ら
比
較
し
て

も
、
各
種
災
害
へ
の
対
応
強
化
を

実
現
し
て
お
り
ま
す
。

　
下
仁
田
分
署
が
町
の
消
防
防
災

の
要
と
し
て
平
常
時
・
非
常
時
を

問
わ
ず
地
域
に
密
着
し
、
住
民
の

安
全
を
守
る
防
災
拠
点
と
な
り
、

住
民
の
皆
様
の
信
頼
と
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
、
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
消
防
行
政
に
対
す
る
ご
支

富
岡
消
防
署
下
仁
田
分
署
移
転
の
お
知
ら
せ

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

●
内
覧
会
に
つ
い
て

　
地
域
に
根
差
し
た
分
署
と
な
れ

る
よ
う
、
新
下
仁
田
分
署
の
内
覧

会
を
町
民
向
け
に
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
新
し
い
庁
舎
を
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
日
時

５
月
17
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

５
月
18
日
（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※

駐
車
場
は
、
下
仁
田
分
署
庁
舎

北
側
に
あ
る
小
坂
防
災
施
設
の
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
消
防
署
下
仁
田
分
署

☎
82
―
２
２
２
９

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
係

☎
64―

８
８
０
０
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行政情報行政情報

　
毎
年
５
月
１２
日
か
ら
１８
日
は
民
生

委
員
・
児
童
委
員
活
動
周
知
の
た
め

の「
活
動
強
化
週
間
」で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
こ
と
を
知
って
も
ら
う
た
め

に
周
知
を
図
り
、活
動
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

●
民
生
委
員・児
童
委
員
と
は
？

○
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
地
域
の
福

祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
、非
常
勤
の
地
方
公
務
員
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
の
で
無
報
酬
で

活
動
し
て
い
ま
す
。任
期
は
３
年
間
で

す
。

○
地
域
の
見
守
り
、住
民
の
身
近
な

相
談
相
手
、関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
で
す
。

　
高
齢
者
、障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
が

安
全
に
生
活
で
き
て
い
る
か
定
期
的

な
見
守
り
を
行
って
い
ま
す
。

　
同
じ
地
域
で
生
活
す
る
住
民
の一

員
と
し
て
、住
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。必
要
な
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
専
門
機
関
への

つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。 ５

月
12
日
（
火
）
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す
。

○
主
任
児
童
委
員
と
は
？

　
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
関
す
る

支
援
を
専
門
に
活
動
し
て
い
る「
主

任
児
童
委
員
」が
い
ま
す
。地
区
の
委

員
と
連
携
し
な
が
ら
、子
育
て
の
支

援
、児
童
健
全
育
成
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

○
秘
密
を
守
り
ま
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
法
に

基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ
る
た
め
、相

談
内
容
を
ほ
か
の
人
に
漏
ら
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。お
困
り
の
こ
と
が
あ

れ
ば
、安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

（
福
祉
課
福
祉
係
）

☎
64―

８
８
０
３

　
肥
料
や
生
産
資
材
な
ど
の
価
格
高

騰
で
、影
響
を
受
け
て
い
る
農
林
業
者

に
対
し
て
、事
業
継
続
に
向
け
た
安
定

生
産
の
下
支
え
を
す
る
た
め
、農
林
業

に
係
る
経
費
の一部
を
支
援
し
ま
す
。

●
支
援
内
容

　
令
和
６
年
分
の
税
申
告
し
た
特
定

経
費（
肥
料
費
、飼
料
費
、農
具
費
、

農
林
業
物
価
高
騰
対
策

支
援
事
業
に
つ
い
て

農
薬
衛
生
費
、諸
材
料
費
、動
力
光

熱
費
）の
合
計
金
額
の
１０
％（
上
限
１０

万
円
　
畜
産
業・蒟
蒻・し
い
た
け
農

家
は
上
限
２０
万
円
）

●
申
請
期
限
　
５
月
２９
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
　
☎
64―

８
８
０
６

　
健
全
な
農
地
の
保
全
及
び
森
林
の

持
つ
公
益
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
、農
林
地
の
所
有
者

等
自
ら
行
う
荒
廃
を
防
止
す
る
保
全

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、農
林
業
機

械
等
の
購
入
に
要
す
る
費
用
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
と
な
る
方

左
記
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

②
農
地
に
お
い
て
は
農
地
法
で
定
め

ら
れ
た
農
地
を
町
内
に
所
有
し
て
い

る
方
、林
地
に
お
い
て
は
森
林
法
で
定

め
ら
れ
た
森
林
を
町
内
に
所
有
し
て

い
る
方

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

●
補
助
対
象
物・補
助
金
額

○
農
業
機
械

　
大
型
草
刈
機
…
購
入
金
額
が
税
抜

　
き
１０
万
円
以
上
で
、補
助
対
象
経

　
費
の
１
／
３
以
内
、上
限
３０
万
円

　
刈
払
機
…
購
入
金
額
が
税
抜
き
５

　
万
円
以
上
で
、補
助
対
象
経
費
の

　
１
／
５
以
内
、上
限
５
万
円

○
林
業
機
械

　
樹
木
粉
砕
機
…
購
入
金
額
が
税
抜

　
き
１０
万
円
以
上
で
、補
助
対
象
経

　
費
の
１
／
２
以
内
、上
限
３０
万
円

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
…
購
入
金
額
が
税
抜

　
き
５
万
円
以
上
で
、補
助
対
象
経

荒
廃
農
林
地
対
策
支
援
事
業
補
助
金

　
費
の
１
／
２
以
内
、上
限
１０
万
円

　
特
別
講
習
…
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
の

　
受
講
料
が
対
象
で
、補
助
対
象
経

　
費
の
１
／
２
以
内
、上
限
３
万
円

●
申
請
方
法

　
ご
希
望
の
補
助
対
象
物
を
購
入

後
、【
申
請
書・領
収
書
の
写
し・購
入

品
の
写
真
・
特
別
講
習
等
の
修
了
証

の
写
し
】を
農
林
課
へ
ご
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
　
右
記
の
提
出
書
類
の
ほ
か
、必

要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
別
途
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他

　
対
象
の
方
で
補
助
金
の
利
用
を
ご

検
討
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、詳
し
く
ご

説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
下

記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
　
☎
64―

８
８
０
６

締
切
間
近
！

消
防
団
詰
所
の
引
き
渡
し
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
８
年
４
月
１５
日（
水
）、第

3
分
団
第
1
部
消
防
団
詰
所
の
完

成
に
伴
い
、消
防
団
詰
所
の
引
渡
し

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。式
典
で
は

岩
崎
町
長
か
ら
黒
澤
団
長
へ
、黒
澤

団
長
か
ら
上
原
分
団
長
へ
詰
所
鍵

が
引
渡
し
さ
れ
ま
し
た
。完
成
し
た

詰
所
は
、シ
ャ
ワ
ー
室
や
女
性
用
ト

イ
レ
、更
衣
室
を
備
え
て
お
り
、今

後
の
女
性
団
員
の
入
団
に
も
適
応

し
て
い
ま
す
。第
3
分
団
第
1
部

は
、今
年
4
月
よ
り
第
3
部
と
統
合

し
、組
織
の
適
正
化
及
び
消
防
力
の

強
化
を
図
り
、こ
の
新
詰
所
で
新
た

な
出
発
と
な
り
ま
す
。

　
消
防
団
で
は
男
女
問
わ
ず
、団
員

　
地
元
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
２
０
２
６
年
４

月
１
日
か
ら
下
仁
田
分
署
の
運
用

が
開
始
と
な
り
、
５
月
１
日
に

は
、
開
署
式
典
を
執
り
行
う
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
58
年
に
竣
工
さ
れ
た
旧
下

仁
田
消
防
署
は
、
消
防
組
織
再
編

計
画
に
基
づ
き
、
庁
舎
、
設
備
等

の
著
し
い
老
朽
化
と
消
防
力
の
分

散
化
を
解
消
す
る
た
め
、
西
牧
分

遣
所
と
統
合
し
、
新
下
仁
田
分
署

と
し
て
旧
小
坂
小
学
校
跡
地
に
移

転
し
ま
し
た
。

　
こ
の
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
一
部
鉄
骨
造
の
２
階
建

て
で
旧
施
設
に
は
な
い
早
期
の
出

動
が
可
能
と
な
る
出
動
準
備
室
や

仮
眠
室
の
個
室
化
・
女
性
専
用
施

設
を
備
え
、
敷
地
内
に
は
訓
練

塔
、
自
家
用
給
油
所
を
設
け
て
お

り
、
従
来
の
施
設
か
ら
比
較
し
て

も
、
各
種
災
害
へ
の
対
応
強
化
を

実
現
し
て
お
り
ま
す
。

　
下
仁
田
分
署
が
町
の
消
防
防
災

の
要
と
し
て
平
常
時
・
非
常
時
を

問
わ
ず
地
域
に
密
着
し
、
住
民
の

安
全
を
守
る
防
災
拠
点
と
な
り
、

住
民
の
皆
様
の
信
頼
と
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
、
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
消
防
行
政
に
対
す
る
ご
支

富
岡
消
防
署
下
仁
田
分
署
移
転
の
お
知
ら
せ

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

●
内
覧
会
に
つ
い
て

　
地
域
に
根
差
し
た
分
署
と
な
れ

る
よ
う
、
新
下
仁
田
分
署
の
内
覧

会
を
町
民
向
け
に
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
新
し
い
庁
舎
を
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
日
時

５
月
17
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

５
月
18
日
（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※

駐
車
場
は
、
下
仁
田
分
署
庁
舎

北
側
に
あ
る
小
坂
防
災
施
設
の
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
消
防
署
下
仁
田
分
署

☎
82
―
２
２
２
９

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
係

☎
64―

８
８
０
０
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女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～5月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～5月イベントのご案内～

◆5月９日(土)　午後１時～3時　上原孝子 『手作り教室』　シルクでうさぎを作ってみよう！◆5月９日(土)　午後１時～3時　上原孝子 『手作り教室』　シルクでうさぎを作ってみよう！
〇材料（布地）はお手持ちのものがあればご持参ください。ない場合はこちらでご用意いたします。
〇裁縫箱をご持参ください。なければこちらでご用意します。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆5月16日(土)　午前１1時～12時　相川厚 東邦大学名誉教授 「生き生き健康講座」　◆5月16日(土)　午前１1時～12時　相川厚 東邦大学名誉教授 「生き生き健康講座」　
医療相談、疑問にとても懇切丁寧にお答えしていただけます。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆5月23日(土)　午後1時～ 堀越教之住職の 「心の健康教室」◆5月23日(土)　午後1時～ 堀越教之住職の 「心の健康教室」
下仁田町宮室常光寺住職、天台宗大僧正である堀越住職が自作の版画を展示した部屋でお話します。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆５月31日(日)　午後1時～　シルク伝道師による「シルク寺小屋」講座　第２回目◆５月31日(日)　午後1時～　シルク伝道師による「シルク寺小屋」講座　第２回目
着物研究家・中谷比佐子さん率いる「シルク伝道師」の連続講座の第２回目。
テーマは「下仁田養蚕の現状の発表」
※講座受講をご希望の方は、下記の「日本子守唄協会 事務局」へお問合せ下さい。
●参加費：有料　※事前のお申込み必要　

◆5月16日(土)　午後１時～2時　里見哲夫「遊びと学びの自然教室」 ◆5月16日(土)　午後１時～2時　里見哲夫「遊びと学びの自然教室」 
植物学者の里見哲夫先生は下仁田町の宝。自然に恵まれた下仁田の歴史、草花、昆虫、石、動物、
多岐にわたりお話をお伺いすることができます。　　
●費用：無料　※事前のお申込み不要　お子様の参加も歓迎します！ぐんま鉱山研究会ご協力

◆5月2日(土)・３日（日）・４日(月)　午前１1時～午後3時　ねぎぼうずガラクタ市◆5月2日(土)・３日（日）・４日(月)　午前１1時～午後3時　ねぎぼうずガラクタ市
使わなくなった家庭用品、服、食器など、ジャンルはさまざまです。
ぜひ気楽にお越しいただき、掘り出し物を見つけてください。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

上記イベントは全て旧西牧小学校(下仁田町大字西野牧4641-1)内での開催となります。
※イベントは変更になる場合があります。
お手数ですが、当協会ホームページまたはお電話にてご確認ください。

◆5月16日(土)　午前１0時～午後3時　手相鑑定～浅野美由紀の開運占い～◆5月16日(土)　午前１0時～午後3時　手相鑑定～浅野美由紀の開運占い～
●費用：1,000円/10分　※事前のお申込み必要（空きがあれば当日でも可能）

◆5月16日(土)　午後１時～2時　髙橋美清尼僧の 『青空説法』◆5月16日(土)　午後１時～2時　髙橋美清尼僧の 『青空説法』
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆５月９日(土)　午後2時～　高橋操ピアノソロコンサート◆５月９日(土)　午後2時～　高橋操ピアノソロコンサート
フジコ・ヘミングさんのピアノによる髙橋操さんシャンソンの調べをどうぞ心ゆくまでお楽しみください。
★プロフィール：高橋 操 （たかは みさお）
演奏家。3歳～22歳までクラシックピアノを習い祥雲通子氏に師事。しばらくピアノから離れるが、45歳
から再開し、ライヴハウスやカフェ、ホテルなどで、演奏活動を行っている。
●費用：５００円　※事前のお申込み不要

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４

【電話受付】火・水・木・金　午前10時～午後3時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４

【電話受付】火・水・木・金　午前10時～午後3時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

日本子守唄協会
HP

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　標高約１０００ｍ、日本最古の洋式高原牧場神
津牧場の八重桜が見ごろとなる時期に開催される
牧場花まつりに併せて、神津牧場周辺の自然や牧
場の歴史などをガイドが紹介するジオツアーを開
催します。下山後には、牧場の神津ソフトを堪能
します。ぜひご参加ください。
日　時：５月１７日（日）午前８時３０分～１２時
　　　　（終了後、花祭りに参加できます）
集　合：神津牧場駐車場　　　　　　
参加費：５００円　　　　　
持ち物：歩きやすい服・動きやすい靴・飲料など
　　　　（総距離５．６km、高低差４００ｍの緩や
　　　　かな登山道を歩きます）
申込み：下仁田町自然史館まで　　　　
定　員：２０名（先着順）

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
30
分

●
休
館
日　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
先　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで

　下仁田を元気に」

季節を感じる下仁田ジオツアー
物見山ハイキング

- 神津牧場乳製品の美味しさの
秘密を探る -

季節を感じる下仁田ジオツアー
物見山ハイキング

- 神津牧場乳製品の美味しさの
秘密を探る -

　４月５日（日）下仁田ジオパークの玄関口
でもある青岩公園をステージに見立てた
Vibration Table 現実化委員会による野外音
楽イベント『BLUE ROCK HEAVEN』が開
催されました。下仁田ジオパークの会や下仁
田自然学校にもワークショップを通じてジオ
パークのPRをしていただきました。
　若い方々の熱気がすごく、大盛況のイベン
トとなり、多くの方に青岩公園をはじめ下仁
田の魅力を知ってもらうきっかけとなりまし
た。

青岩公園でBLUE ROCK HEAVEN
開催されました

青岩公園でBLUE ROCK HEAVEN
開催されました

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し！」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し！」

　下仁田町自然史館の収蔵庫に眠っている
様々な標本を月替わりに蔵出しする企画
「今月の一推し！」下仁田と一部の地域で
しか見られない『フモトミズナラ』の葉で
す。ぜひお立ち寄りください。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

　５月のジオの日清掃は、下仁
田インターチェンジ周辺周辺で
行います。清掃終了後はミニジ
オ講座もありますので、ぜひご
参加ください。
●日　時　５月２０日（水）
　　　　　午前６時３０分から
●集　合　大沢クリニック様駐車場
●持ち物　軍手、長靴など作業
　　　　　しやすい服装
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。
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女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～5月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～5月イベントのご案内～

◆5月９日(土)　午後１時～3時　上原孝子 『手作り教室』　シルクでうさぎを作ってみよう！◆5月９日(土)　午後１時～3時　上原孝子 『手作り教室』　シルクでうさぎを作ってみよう！
〇材料（布地）はお手持ちのものがあればご持参ください。ない場合はこちらでご用意いたします。
〇裁縫箱をご持参ください。なければこちらでご用意します。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆5月16日(土)　午前１1時～12時　相川厚 東邦大学名誉教授 「生き生き健康講座」　◆5月16日(土)　午前１1時～12時　相川厚 東邦大学名誉教授 「生き生き健康講座」　
医療相談、疑問にとても懇切丁寧にお答えしていただけます。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆5月23日(土)　午後1時～ 堀越教之住職の 「心の健康教室」◆5月23日(土)　午後1時～ 堀越教之住職の 「心の健康教室」
下仁田町宮室常光寺住職、天台宗大僧正である堀越住職が自作の版画を展示した部屋でお話します。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆５月31日(日)　午後1時～　シルク伝道師による「シルク寺小屋」講座　第２回目◆５月31日(日)　午後1時～　シルク伝道師による「シルク寺小屋」講座　第２回目
着物研究家・中谷比佐子さん率いる「シルク伝道師」の連続講座の第２回目。
テーマは「下仁田養蚕の現状の発表」
※講座受講をご希望の方は、下記の「日本子守唄協会 事務局」へお問合せ下さい。
●参加費：有料　※事前のお申込み必要　

◆5月16日(土)　午後１時～2時　里見哲夫「遊びと学びの自然教室」 ◆5月16日(土)　午後１時～2時　里見哲夫「遊びと学びの自然教室」 
植物学者の里見哲夫先生は下仁田町の宝。自然に恵まれた下仁田の歴史、草花、昆虫、石、動物、
多岐にわたりお話をお伺いすることができます。　　
●費用：無料　※事前のお申込み不要　お子様の参加も歓迎します！ぐんま鉱山研究会ご協力

◆5月2日(土)・３日（日）・４日(月)　午前１1時～午後3時　ねぎぼうずガラクタ市◆5月2日(土)・３日（日）・４日(月)　午前１1時～午後3時　ねぎぼうずガラクタ市
使わなくなった家庭用品、服、食器など、ジャンルはさまざまです。
ぜひ気楽にお越しいただき、掘り出し物を見つけてください。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

上記イベントは全て旧西牧小学校(下仁田町大字西野牧4641-1)内での開催となります。
※イベントは変更になる場合があります。
お手数ですが、当協会ホームページまたはお電話にてご確認ください。

◆5月16日(土)　午前１0時～午後3時　手相鑑定～浅野美由紀の開運占い～◆5月16日(土)　午前１0時～午後3時　手相鑑定～浅野美由紀の開運占い～
●費用：1,000円/10分　※事前のお申込み必要（空きがあれば当日でも可能）

◆5月16日(土)　午後１時～2時　髙橋美清尼僧の 『青空説法』◆5月16日(土)　午後１時～2時　髙橋美清尼僧の 『青空説法』
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆５月９日(土)　午後2時～　高橋操ピアノソロコンサート◆５月９日(土)　午後2時～　高橋操ピアノソロコンサート
フジコ・ヘミングさんのピアノによる髙橋操さんシャンソンの調べをどうぞ心ゆくまでお楽しみください。
★プロフィール：高橋 操 （たかは みさお）
演奏家。3歳～22歳までクラシックピアノを習い祥雲通子氏に師事。しばらくピアノから離れるが、45歳
から再開し、ライヴハウスやカフェ、ホテルなどで、演奏活動を行っている。
●費用：５００円　※事前のお申込み不要

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４

【電話受付】火・水・木・金　午前10時～午後3時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４

【電話受付】火・水・木・金　午前10時～午後3時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

日本子守唄協会
HP

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　標高約１０００ｍ、日本最古の洋式高原牧場神
津牧場の八重桜が見ごろとなる時期に開催される
牧場花まつりに併せて、神津牧場周辺の自然や牧
場の歴史などをガイドが紹介するジオツアーを開
催します。下山後には、牧場の神津ソフトを堪能
します。ぜひご参加ください。
日　時：５月１７日（日）午前８時３０分～１２時
　　　　（終了後、花祭りに参加できます）
集　合：神津牧場駐車場　　　　　　
参加費：５００円　　　　　
持ち物：歩きやすい服・動きやすい靴・飲料など
　　　　（総距離５．６km、高低差４００ｍの緩や
　　　　かな登山道を歩きます）
申込み：下仁田町自然史館まで　　　　
定　員：２０名（先着順）

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
30
分

●
休
館
日　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
先　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで

　下仁田を元気に」

季節を感じる下仁田ジオツアー
物見山ハイキング

- 神津牧場乳製品の美味しさの
秘密を探る -

季節を感じる下仁田ジオツアー
物見山ハイキング

- 神津牧場乳製品の美味しさの
秘密を探る -

　４月５日（日）下仁田ジオパークの玄関口
でもある青岩公園をステージに見立てた
Vibration Table 現実化委員会による野外音
楽イベント『BLUE ROCK HEAVEN』が開
催されました。下仁田ジオパークの会や下仁
田自然学校にもワークショップを通じてジオ
パークのPRをしていただきました。
　若い方々の熱気がすごく、大盛況のイベン
トとなり、多くの方に青岩公園をはじめ下仁
田の魅力を知ってもらうきっかけとなりまし
た。

青岩公園でBLUE ROCK HEAVEN
開催されました

青岩公園でBLUE ROCK HEAVEN
開催されました

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し！」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し！」

　下仁田町自然史館の収蔵庫に眠っている
様々な標本を月替わりに蔵出しする企画
「今月の一推し！」下仁田と一部の地域で
しか見られない『フモトミズナラ』の葉で
す。ぜひお立ち寄りください。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

　５月のジオの日清掃は、下仁
田インターチェンジ周辺周辺で
行います。清掃終了後はミニジ
オ講座もありますので、ぜひご
参加ください。
●日　時　５月２０日（水）
　　　　　午前６時３０分から
●集　合　大沢クリニック様駐車場
●持ち物　軍手、長靴など作業
　　　　　しやすい服装
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

15 14下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



　
み
な
さ
ん
も
私
達
と一緒
に
楽
し
い

汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
昔
や
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
、
運
動

不
足
で
メ
タ
ボ
気
味
の
方
、
初
心
者

で
も
優
し
く
指
導
し
ま
す
の
で
、
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
〜
１０
月
末
（
予
定
）　

毎
週
火
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
対
象
　
小
学
生
以
上

※
入
会
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

●
指
導
者

（
財
）
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
公
認
技

術
等
級
１
級
　
森
川
恵
美
子
他
大
勢

●
年
会
費

一般
…
１
，
０
０
０
円
（
ボ
ー
ル
等
）、

学
生
…
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

高
橋
　
結

☎
０
９
０
―
４
０
２
９
―
０
２
０
８

　
体
協
テ
ニ
ス
部
で
は
、
次
の
日
程

で
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
最
近
運
動
不
足
と
感
じ
て
い
る

方
、
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い
と

思
って
い
る
方
大
歓
迎

●
日
程
　
５
月
か
ら
１０
月
ま
で
（
毎

週
木
曜
日
）
雨
天
の
場
合
、
翌
日
金

曜
日

　●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

５
月
12
日
・
６
月
２
日

午
前
９
時
〜
１1
時
30
分

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
への

苦
情
や
意
見
、要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
苦
情
や
困
り
ご
と
※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応

じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
２１
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

●
業
務
内
容

主
任
介
護
支
援
専
門
員
業
務
・
地

域
支
援
事
業
の
業
務

●
資
格

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有

す
る
方
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

（
A
T
車
限
定
可
）
を
有
す
る
健
康

な
方

●
募
集
人
員
　
１
名

●
受
付
期
間
　
随
時

●
賃
金
等

町
規
定
等
に
よ
り
支
給

※
採
用
者
が
決
ま
り
次
第
受
付
終
了

と
し
ま
す
。
応
募
希
望
の
方
は
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

（
写
真
添
付
）
の
上
、
下
仁
田
町
役

場
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
係

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
64
―
８
８
０
４

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
に

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０
ま
で

　
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
（
昭
和

２４
年
６
月
１
日
）
を
記
念
と
し
て
、

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内

や
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
問

題
や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
料
金
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に

な
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
通
常

ど
お
り
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
各
支

局
で
電
話
相
談
等
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
日
時
　
６
月
２
日
（
火
）　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
2
7
―
2
２
1
―
4
4
6
6

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
５
月
１５

日
（
金
）、
５
月
１８
日
（
月
）、
５
月

２０
日（
水
）、５
月
２９
日（
金
）の
午
後
、

小
児
科
医
師
が
不
在
に
な
る
時
間
が

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院
　
☎
82
―
３
５
５
５

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

５
月
12
日
・
６
月
２
日

午
前
１０
時
〜
１２
時

※

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所

公
民
館
３
階 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育

費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な
ど

の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
。

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

い
ま
す
が
、
コ
ッ
プ
に
汲
む
と
約
０
．

６
リ
ッ
ト
ル
の
水
で
す
み
ま
す
。）

●
台
所

・
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
。（
５

分
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
約
６０
リ
ッ

ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。）

・
た
め
洗
い
や
つ
け
置
き
洗
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
食
器
の
汚
れ
は
紙
な
ど
で
拭
い
て
か

ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
風
呂

・
追
い
焚
き
機
能
を
活
用
し
、
た
し

湯
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
残
り
湯
を
洗
濯
や
掃
除
、
洗
車
、

水
や
り
等
に
再
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
浴
槽
に
た
め
る
湯
量
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。（
湯
量
の
調
整
で
大
幅
に
節

水
で
き
ま
す
。）

・
シ
ャ
ワ
ー
は
こ
ま
め
に
止
め
ま
し
ょ

う
。（
３
分
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る

と
約
３６
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し
ま

い
ま
す
。）

●
洗
濯

・
洗
濯
物
は
適
量
た
め
て
か
ら
ま
と

め
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。（
少
量
の
洗

濯
物
を
数
回
に
分
け
て
洗
う
よ
り
も

ま
と
め
洗
い
の
方
が
節
水
で
き
ま
す
。）

●
洗
車

・
控
え
ま
し
ょ
う
。（
ホ
ー
ス
で
の
流

し
洗
い
は
約
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
を

使
用
し
て
し
ま
い
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
水
道
課
水
道
係

☎
64
―
８
８
０
８
（
直
通
）

　
４
月
中
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
皆

様
は
調
査
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
回
答
の
無
か
っ
た
対
象
事
業
所
へ
は

５
月
以
降
、調
査
員
が
参
り
ま
す
。書

類
を
受
け
取
っ
た
後
、調
査
員
の
指
示

に
従
って
回
答
を
行
って
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
点
は
商
工
観
光
課
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、
窓
口
で
の
回

答
も
引
き
続
き
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

　
回
答
義
務
の
あ
る
た
い
へ
ん
重
要

な
調
査
で
す
の
で
、皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
　
☎
64
―
８
８
０
５

　
現
在
、
降
雨
量
が
少
な
い
た
め
、

水
源
の
水
が
非
常
に
少
な
く
深
刻
な

状
況
で
す
。
節
水
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
洗
面
所
・
手
洗
い

・こ
ま
め
に
蛇
口
を
開
閉
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
分
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
約
１２

リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。）

・
歯
磨
き
は
コ
ッ
プ
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。（
３０
秒
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る

と
約
６
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し
ま

公
証
相
談

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
時
間
　
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
対
象
　
中
学
生
以
上
（
た
だ
し
、

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
テ
ニ
ス
の

で
き
る
服
装
、
ラ
ケ
ッ
ト
持
参

●
講
師
　
み
や
ま
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
員

当
日
、
途
中
か
ら
の
参
加
も
受
け
付

け
ま
す
。

●
参
加
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込

体
協
テ
ニ
ス
部
長
　
阪
本

☎
82
―
２
９
２
５

斉
藤
　
☎
82
―
３
１
９
３

●
期
日

５
月
２３
日
（
土
）※
雨
天
順
延

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
時
間
　
午
前
９
時
開
会
式

●
参
加
資
格

町
内
在
住
、
在
勤
・
在
学
者
、
町

内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
在
籍
者

●
種
目

一般
男
子
・一般
女
子
（
い
ず
れ
も
中

学
生
以
上
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
長
　

高
橋
　
結

☎
0
9
0
―
4
0
2
9
―
0
2
0
8

下
仁
田
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
82
―
2
1
1
5

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

節
水
の
お
願
い
！

下
仁
田
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

（
初
心
者
歓
迎
）

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

●試験区分
警察官Ｂ（男・女）
第２回警察官 A（男・女）
●受験資格
平成４年４月２日～平成２０年４月１日までに
生まれた人（大学卒業以外）
平成４年４月２日以降に生まれた人で
大学を卒業した人

（卒業見込みを含む）
●受付期間
７月１１日（金）から８月１２日（火）までの間
●試験日
第一次試験日
９月２１日（日）
●最終合格発表
１２月１２日（金）
●採用予定日
令和８年４月１日

行
政
相
談・心
配
ご
と
相
談

人
権
相
談

主
任
介
護
支
援
専
門
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）を

募
集
し
ま
す

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

全
国一斉
特
設
人
権
相
談
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み
な
さ
ん
も
私
達
と一緒
に
楽
し
い

汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
昔
や
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
、
運
動

不
足
で
メ
タ
ボ
気
味
の
方
、
初
心
者

で
も
優
し
く
指
導
し
ま
す
の
で
、
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
〜
１０
月
末
（
予
定
）　

毎
週
火
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
対
象
　
小
学
生
以
上

※
入
会
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

●
指
導
者

（
財
）
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
公
認
技

術
等
級
１
級
　
森
川
恵
美
子
他
大
勢

●
年
会
費

一般
…
１
，
０
０
０
円
（
ボ
ー
ル
等
）、

学
生
…
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

高
橋
　
結

☎
０
９
０
―
４
０
２
９
―
０
２
０
８

　
体
協
テ
ニ
ス
部
で
は
、
次
の
日
程

で
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
最
近
運
動
不
足
と
感
じ
て
い
る

方
、
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い
と

思
って
い
る
方
大
歓
迎

●
日
程
　
５
月
か
ら
１０
月
ま
で
（
毎

週
木
曜
日
）
雨
天
の
場
合
、
翌
日
金

曜
日

　●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

５
月
12
日
・
６
月
２
日

午
前
９
時
〜
１1
時
30
分

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
への

苦
情
や
意
見
、要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
苦
情
や
困
り
ご
と

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応

じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
２１
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

●
業
務
内
容

主
任
介
護
支
援
専
門
員
業
務
・
地

域
支
援
事
業
の
業
務

●
資
格

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有

す
る
方
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

（
A
T
車
限
定
可
）
を
有
す
る
健
康

な
方

●
募
集
人
員
　
１
名

●
受
付
期
間
　
随
時

●
賃
金
等

町
規
定
等
に
よ
り
支
給

※
採
用
者
が
決
ま
り
次
第
受
付
終
了

と
し
ま
す
。
応
募
希
望
の
方
は
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

（
写
真
添
付
）
の
上
、
下
仁
田
町
役

場
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
係

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
64
―
８
８
０
４

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
に

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０
ま
で

　
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
（
昭
和

２４
年
６
月
１
日
）
を
記
念
と
し
て
、

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内

や
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
問

題
や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
料
金
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に

な
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
通
常

ど
お
り
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
各
支

局
で
電
話
相
談
等
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
日
時
　
６
月
２
日
（
火
）　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
2
7
―
2
２
1
―
4
4
6
6

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
５
月
１５

日
（
金
）、
５
月
１８
日
（
月
）、
５
月

２０
日（
水
）、５
月
２９
日（
金
）の
午
後
、

小
児
科
医
師
が
不
在
に
な
る
時
間
が

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院
　
☎
82
―
３
５
５
５

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

５
月
12
日
・
６
月
２
日

午
前
１０
時
〜
１２
時

※

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所

公
民
館
３
階 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育

費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な
ど

の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
。

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

い
ま
す
が
、
コ
ッ
プ
に
汲
む
と
約
０
．

６
リ
ッ
ト
ル
の
水
で
す
み
ま
す
。）

●
台
所

・
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
。（
５

分
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
約
６０
リ
ッ

ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。）

・
た
め
洗
い
や
つ
け
置
き
洗
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
食
器
の
汚
れ
は
紙
な
ど
で
拭
い
て
か

ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
風
呂

・
追
い
焚
き
機
能
を
活
用
し
、
た
し

湯
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
残
り
湯
を
洗
濯
や
掃
除
、
洗
車
、

水
や
り
等
に
再
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
浴
槽
に
た
め
る
湯
量
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。（
湯
量
の
調
整
で
大
幅
に
節

水
で
き
ま
す
。）

・
シ
ャ
ワ
ー
は
こ
ま
め
に
止
め
ま
し
ょ

う
。（
３
分
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る

と
約
３６
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し
ま

い
ま
す
。）

●
洗
濯

・
洗
濯
物
は
適
量
た
め
て
か
ら
ま
と

め
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。（
少
量
の
洗

濯
物
を
数
回
に
分
け
て
洗
う
よ
り
も

ま
と
め
洗
い
の
方
が
節
水
で
き
ま
す
。）

●
洗
車

・
控
え
ま
し
ょ
う
。（
ホ
ー
ス
で
の
流

し
洗
い
は
約
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
を

使
用
し
て
し
ま
い
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
水
道
課
水
道
係

☎
64
―
８
８
０
８
（
直
通
）

　
４
月
中
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
皆

様
は
調
査
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
回
答
の
無
か
っ
た
対
象
事
業
所
へ
は

５
月
以
降
、調
査
員
が
参
り
ま
す
。書

類
を
受
け
取
っ
た
後
、調
査
員
の
指
示

に
従
って
回
答
を
行
って
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
点
は
商
工
観
光
課
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、
窓
口
で
の
回

答
も
引
き
続
き
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

　
回
答
義
務
の
あ
る
た
い
へ
ん
重
要

な
調
査
で
す
の
で
、皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
　
☎
64
―
８
８
０
５

　
現
在
、
降
雨
量
が
少
な
い
た
め
、

水
源
の
水
が
非
常
に
少
な
く
深
刻
な

状
況
で
す
。
節
水
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
洗
面
所
・
手
洗
い

・こ
ま
め
に
蛇
口
を
開
閉
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
分
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
約
１２

リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。）

・
歯
磨
き
は
コ
ッ
プ
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。（
３０
秒
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る

と
約
６
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
て
し
ま

公
証
相
談

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
時
間
　
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
対
象
　
中
学
生
以
上
（
た
だ
し
、

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
テ
ニ
ス
の

で
き
る
服
装
、
ラ
ケ
ッ
ト
持
参

●
講
師
　
み
や
ま
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
員

当
日
、
途
中
か
ら
の
参
加
も
受
け
付

け
ま
す
。

●
参
加
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込

体
協
テ
ニ
ス
部
長
　
阪
本

☎
82
―
２
９
２
５

斉
藤
　
☎
82
―
３
１
９
３

●
期
日

５
月
２３
日
（
土
）※
雨
天
順
延

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
時
間
　
午
前
９
時
開
会
式

●
参
加
資
格

町
内
在
住
、
在
勤
・
在
学
者
、
町

内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
在
籍
者

●
種
目

一般
男
子
・一般
女
子
（
い
ず
れ
も
中

学
生
以
上
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
長
　

高
橋
　
結

☎
0
9
0
―
4
0
2
9
―
0
2
0
8

下
仁
田
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
82
―
2
1
1
5

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

節
水
の
お
願
い
！

下
仁
田
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

（
初
心
者
歓
迎
）

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

●試験区分
警察官Ｂ（男・女）
第２回警察官 A（男・女）
●受験資格
平成４年４月２日～平成２０年４月１日までに
生まれた人（大学卒業以外）
平成４年４月２日以降に生まれた人で
大学を卒業した人

（卒業見込みを含む）
●受付期間
７月１１日（金）から８月１２日（火）までの間
●試験日
第一次試験日
９月２１日（日）
●最終合格発表
１２月１２日（金）
●採用予定日
令和８年４月１日

行
政
相
談・心
配
ご
と
相
談

人
権
相
談

主
任
介
護
支
援
専
門
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）を

募
集
し
ま
す

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

全
国一斉
特
設
人
権
相
談
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

荒
船
風
穴

安
全
祈
願
祭
を
実
施

荒
船
風
穴

安
全
祈
願
祭
を
実
施

「
荒
船
風
穴
」が
４
月
１
日
か
ら
見
学

を
再
開
す
る
に
あ
た
り
、４
月
３
日

（
金
）に
荒
船
風
穴
友
の
会
が
主
催
す

る「
安
全
祈
願
祭
」が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。当
日
は
快
晴
の
な
か
、西
光
寺

の
堀
越
住
職（
荒
船
風
穴
友
の
会
会

長
）と
長
楽
寺
の
峯
岸
住
職（
同
理

事
）の
読
経
に
合
わ
せ
、役
員
関
係
者

一同
で
、荒
船
風
穴
の
１
年
間
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
歴
史
館（
荒
船
風
穴
友
の

会
事
務
局
）

☎
８２
―
５
３
４
５

㈱
横
田
調
査
設
計
様
か
ら『
レ
ー
ザ
ー
ド
ロ
ー
ン
技
術
』に
よ
る

荒
船
風
穴
地
形
測
量
デ
ー
タ
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

㈱
横
田
調
査
設
計
様
か
ら『
レ
ー
ザ
ー
ド
ロ
ー
ン
技
術
』に
よ
る

荒
船
風
穴
地
形
測
量
デ
ー
タ
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

（
株
）横
田
調
査
設
計（
高
崎
市
）様
よ

り
、世
界
遺
産 

荒
船
風
穴
蚕
種
貯
蔵

所
跡
の
上
空
よ
り
計
測
し
た
地
形
測

量
デ
ー
タ
を
下
仁
田
町
教
育
委
員
会

に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
デ
ー
タ
は
、レ
ー
ザ
ー
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
、上
空
か
ら
荒
船
風
穴

全
域
を
地
形
測
量
し
、岩
塊
地
形
な

ど
の
広
が
り
を
把
握
す
る
こ
と
が
出

来
る
貴
重
な
史
料
で
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、今
後
の
荒

船
風
穴
の
研
究
や
展
示
に
役
立
て
て

い
き
ま
す
。

新
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
紹
介
し
ま
す

新
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
３
月
２３
日
か
ら
、佐
藤 

亘
さ
ん
が

下
仁
田
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
に
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
退
任
さ
れ
た
神
戸 

俊
さ
ん
に

は
、令
和
５
年
３
月
２３
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
２２
日
ま
で
の
期
間
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
俳
句
】

■
病
む
友
に
持
っ
て
行
き
た
い
初
音
か
な     

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
に
っ
こ
り
と
笑
の
隣
に
座
る
幸

　
　
　
　

  

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
夜
も
ふ
け
て
一
人
た
た
ず
む
お
ぼ
ろ
月

　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
里
山
の
う
ら
ら
な
陽
よ
り
山
萌
て
小
鳥
は
歌
う
て
小
枝
を
ゆ
す
る

　
　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
微
笑
み
は
命
あ
る
者
皆
全
て
慰
め
医
や
す
力
を
持
て
り

　
　
　
　
　

 

　（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
大
空
に
負
け
じ
と
咲
き
し
犬
ふ
ぐ
り
荒
畑
い
や
す
青
の
じ
ゅ
う
た
ん

　
　

   

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
星
俳
句
会

　令
和
八
年
三
月
句
会
】

【
漢
詩 

富
岡
漢
詩
会
下
仁
田
町
雅
友
の
会
】

　綠
陰
讀
書

　
　
　
　
　
　
　
　柳
花

　高
瀬
正
江

雨
後
靑
山
新
綠
肥

竹
陰
白
屋
燕
來
歸

閑
人
倚
机
繙
書
卷

讀
去
幽
窻
對
夕
暉

【
短
歌
】

■
一
番
茶
摘
み
て
清
か
な
音
流
る

　
　
　
　塩
野

　光
子

■
春
う
ら
ら
言
葉
を
探
す
趣
味
一
つ

　
　
　須
藤

　禮
子

■
う
ら
ら
か
を
謳
歌
し
て
を
り
鳶
の
笛

　
　今
井

　陽
子

■
う
た
た
ね
の
夢
に
彩
あ
り
春
炬
燵

　
　
　佐
藤

　信
香

■
め
ぐ
り
来
る
彩
は
ひ
か
り
の
春
野
か
な

　佐
藤
志
げ
子

■
集
ま
れ
ば
皆
八
十
路
な
り
仏
の
座

　
　永
井

　波
江

■
水
音
に
た
ゆ
む
日
輪
梅
真
白

　
　
　
　吉
田

　文
子

■
出
勤
の
子
の
笑
み
送
る
福
寿
草

　
　
　工
藤

　初
恵

■
あ
の
枝
に
も
待
っ
て
る
春
を
見
つ
け
を
り

　新
井

　笑
子

■
待
望
の
恵
み
の
雨
や
風
光
る

　
　
　
　

 

高
田

　ト
ク

　緑
陰
読
書

雨
後
の
青
山

　新 

緑 

肥
ゆ

竹
陰
の
白
屋

　燕

　来
た
り
帰
る

閑
人

　机
に
倚
り

　書
巻
を
繙
け
ば

読
み
去
っ
て
幽
窓

　夕
暉
に
対
す

ち
く
い
ん

つ
ば
め

き

か
え

は
く
お
く

う

ご
り
ょ
く
い
ん
ど
く
し
ょ

せ
い
ざ
ん

し
ん

り
ょ
く

こ

か
んよ

さ

そ
う

せ
つ
き

た
い

ゆ
う

じ
ん

き

よ

し
ょ
か
ん

ひ
も
と

【
語
釈
】
青
山
―
青
々
と
木
々
が
茂
る
山
／
新
緑
肥
―

若
葉
の
季
節
に
、
木
々
の
葉
が
生
き
生
き
と
茂
り
、
栄

養
を
た
っ
ぷ
り
と
蓄
え
て
青
々
と
育
っ
て
い
る
様
子
／

竹
陰
―
竹
林
が
作
る
日
陰
や
、
そ
の
涼
し
げ
な
情
景
を

指
す
言
葉
／
白
屋
―
粗
末
な
家
／
閑
人
―
世
事
を
離

れ
て
閑
居
す
る
人
／
倚
机
―
机
に
も
た
れ
る
／
繙
書
巻

―
書
物
の
紐
を
解
い
て
読
む
／
夕
暉
―
夕
日

【
通
釈
】
若
葉
の
季
節
、雨
上
が
り
の
青
々
と
し
た
山
々

は
、
栄
養
を
た
っ
ぷ
り
と
蓄
え
た
木
々
の
葉
が
生
き
生

き
と
茂
っ
て
い
る
。
竹
林
の
陰
に
あ
る
粗
末
な
家
で
は
、

燕
が
来
た
か
と
思
え
ば
ま
た
帰
り
、
行
っ
た
り
来
た
り

し
な
が
ら
飛
ん
で
い
る
。
世
事
を
離
れ
て
閑
居
す
る
人

が
、
机
に
も
た
れ
、
書
物
の
紐
を
解
き
、
書
を
読
み
始

め
た
が
、
読
み
終
え
れ
ば
、
い
つ
の
間
に
か
、
ひ
っ
そ

り
と
し
た
窓
か
ら
夕
日
を
眺
め
て
い
た
。

に
ち

り
ん

さ
や

い
ろ

さ
ち

え
み

と
な
り

す
わ

ほ
ほ

え

い
の
ち

も
の

み
な

す
べ

な
ぐ
さ

い

も

　
昨
年
度
、風
穴
の
園
路
を
整
備
し

歩
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。町
民
は

無
料
で
入
場
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
散

策
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

風
穴
の
園
路

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
!!

風
穴
の
園
路

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
!!
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の
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題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS
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TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

荒
船
風
穴

安
全
祈
願
祭
を
実
施

荒
船
風
穴

安
全
祈
願
祭
を
実
施

「
荒
船
風
穴
」が
４
月
１
日
か
ら
見
学

を
再
開
す
る
に
あ
た
り
、４
月
３
日

（
金
）に
荒
船
風
穴
友
の
会
が
主
催
す

る「
安
全
祈
願
祭
」が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。当
日
は
快
晴
の
な
か
、西
光
寺

の
堀
越
住
職（
荒
船
風
穴
友
の
会
会

長
）と
長
楽
寺
の
峯
岸
住
職（
同
理

事
）の
読
経
に
合
わ
せ
、役
員
関
係
者

一同
で
、荒
船
風
穴
の
１
年
間
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
歴
史
館（
荒
船
風
穴
友
の

会
事
務
局
）

☎
８２
―
５
３
４
５

㈱
横
田
調
査
設
計
様
か
ら『
レ
ー
ザ
ー
ド
ロ
ー
ン
技
術
』に
よ
る

荒
船
風
穴
地
形
測
量
デ
ー
タ
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

㈱
横
田
調
査
設
計
様
か
ら『
レ
ー
ザ
ー
ド
ロ
ー
ン
技
術
』に
よ
る

荒
船
風
穴
地
形
測
量
デ
ー
タ
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

（
株
）横
田
調
査
設
計（
高
崎
市
）様
よ

り
、世
界
遺
産 

荒
船
風
穴
蚕
種
貯
蔵

所
跡
の
上
空
よ
り
計
測
し
た
地
形
測

量
デ
ー
タ
を
下
仁
田
町
教
育
委
員
会

に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
デ
ー
タ
は
、レ
ー
ザ
ー
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
、上
空
か
ら
荒
船
風
穴

全
域
を
地
形
測
量
し
、岩
塊
地
形
な

ど
の
広
が
り
を
把
握
す
る
こ
と
が
出

来
る
貴
重
な
史
料
で
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、今
後
の
荒

船
風
穴
の
研
究
や
展
示
に
役
立
て
て

い
き
ま
す
。

新
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
紹
介
し
ま
す

新
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
３
月
２３
日
か
ら
、佐
藤 

亘
さ
ん
が

下
仁
田
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
に
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
退
任
さ
れ
た
神
戸 

俊
さ
ん
に

は
、令
和
５
年
３
月
２３
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
２２
日
ま
で
の
期
間
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
俳
句
】

■
病
む
友
に
持
っ
て
行
き
た
い
初
音
か
な     

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
に
っ
こ
り
と
笑
の
隣
に
座
る
幸

　
　
　
　

  

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
夜
も
ふ
け
て
一
人
た
た
ず
む
お
ぼ
ろ
月

　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
里
山
の
う
ら
ら
な
陽
よ
り
山
萌
て
小
鳥
は
歌
う
て
小
枝
を
ゆ
す
る

　
　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
微
笑
み
は
命
あ
る
者
皆
全
て
慰
め
医
や
す
力
を
持
て
り

　
　
　
　
　

 

　（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
大
空
に
負
け
じ
と
咲
き
し
犬
ふ
ぐ
り
荒
畑
い
や
す
青
の
じ
ゅ
う
た
ん

　
　

   

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
星
俳
句
会

　令
和
八
年
三
月
句
会
】

【
漢
詩 

富
岡
漢
詩
会
下
仁
田
町
雅
友
の
会
】

　綠
陰
讀
書

　
　
　
　
　
　
　
　柳
花

　高
瀬
正
江

雨
後
靑
山
新
綠
肥

竹
陰
白
屋
燕
來
歸

閑
人
倚
机
繙
書
卷

讀
去
幽
窻
對
夕
暉

【
短
歌
】

■
一
番
茶
摘
み
て
清
か
な
音
流
る

　
　
　
　塩
野

　光
子

■
春
う
ら
ら
言
葉
を
探
す
趣
味
一
つ

　
　
　須
藤

　禮
子

■
う
ら
ら
か
を
謳
歌
し
て
を
り
鳶
の
笛

　
　今
井

　陽
子

■
う
た
た
ね
の
夢
に
彩
あ
り
春
炬
燵

　
　
　佐
藤

　信
香

■
め
ぐ
り
来
る
彩
は
ひ
か
り
の
春
野
か
な

　佐
藤
志
げ
子

■
集
ま
れ
ば
皆
八
十
路
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公民館だより公民館だより

令和8年
第498号公民館だより 下仁田町公民館

☎82-3535
下仁田町公民館
☎82-3535

町民文化講座を開催します。町民文化講座を開催します。

●日　時
●場　所
●主　催
●講　師
●演　題
●内　容

●チケット

●問い合わせ先

今年は落語家の２代目 林家木久蔵さんをお招きします。ぜひご来場ください。
●日　時　６月２１日（日）　開演：午後２時～（開場：午後1時３０分）
●場　所　下仁田町文化ホール
●主　催　下仁田町文化協会・下仁田町教育委員会
●講　師　二代目　林家木久蔵　さん
●演　題　「木久蔵流　笑うが一番」
●内　容　笑って笑顔になれる楽しいお話と人との上手な付き合い方
　　　　　（コミュニケーション術）を伝授し、下仁田町のために習
　　　　　得した古典落語「蒟蒻問答」を披露します。
●チケット　５００円　
　○チケット取扱…下仁田町公民館窓口・文化協会に加盟する各団体
●問い合わせ先
　文化協会事務局（下仁田町公民館）☎８２－３５３５

料理がもっと楽しくなる！　初心者対象 包丁研ぎ教室のご案内料理がもっと楽しくなる！　初心者対象 包丁研ぎ教室のご案内

●日　時
●場　所
●講　師
●定　員
●対　象
●参加費
●持ってくるもの
●募　集
●問い合わせ先・申込み

　普段使っている包丁！切れにくくないですか？さびていても蘇る！初心者に教える包丁研ぎ教室で
す。お気軽にご参加ください。
●日　時　６月３日（水）午後１時３０分～３時
●場　所　下仁田町公民館　２階　栄養学習室
●講　師　中澤一夫さん
●定　員　１５名
●対　象　成人
●参加費　無料
●持ってくるもの　研ぎたい包丁・タオル・砥石（持っている方）
●募　集　５月１日（金）～
●問い合わせ先・申込み
　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

著者名
杉山響子

藤原非沙子
みっけ

松谷真純
小野寺史宜
鈴木あつこ
ブティック社
若林正恭
五木寛之
坂岡　真
坂岡　真

著者名
坂岡　真
稲葉　稔
ねこまき
原田マハ

土屋うさぎ
荻原　浩
寺地はるな
上田健次

杏
和田秀樹

書名
憤怒の人

見届け人秋月伊織事件帖７　笛吹川
和のなるほど図鑑

葬式坊主なむなむ日記
言問ラプソディ

米粉が恋したパンレシピ
HAPPY COLORFUL CROCHET

青天
大河の一滴　最終章

うぽっぽ同心十手裁き　捨て蜻蛉
うぽっぽ同心十手裁き　迷い蝶

書名
うぽっぽ同心十手裁き　七つ屋殺し

へっぽこ膝栗毛５
ねことじいちゃん１２

すべてが円になるように
謎の香りはパン屋から２

陰謀論百物語
ぬすびと

銀座「四宝堂」文房具店Ⅶ
杏のパリ細うで繁盛記

これだけでいい！老けない！ボケない！和田式アウトプット健康法

公民館図書室 「新刊図書情報」３月に入った新刊図書は次のとおりです。

　公民館図書室では、０歳児から小学生向けの絵本の読み聞かせ等を
開催します。楽しい絵本がいっぱいの図書室を親子でご利用ください。
●期　日　５月１９日（火）
●時　間　午前１０時～（午前の部）午後３時～（午後の部）　
●場　所　下仁田町公民館２階　図書室
※開始時間は目安です。午後の部は午後４時３０分までの間、お声掛けをいただければ対応します。

「絵本の読み聞かせ」開催のお知らせイベントのご案内

図書室掲示板図書室掲示板

　群馬県立図書館では、やや読み応えのある図書を箱詰めした「本館パック貸出」等を行っています
が、公民館図書室の本が新たに入れ替わりました。児童本もとり揃えてありますので、是非ご利用く
ださい。

県立図書館からの本が入れ替わりました。是非ご利用ください！
～ことばがきみのはねになる～　5月12日（4月23日～）まで、こどもの読書週間です。

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　
令
和
８
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
１

７
，
９
２
０
円
で
す
。

　
納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月
末
日

（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

　
４
月
に
送
ら
れ
た
令
和
８
年
度
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
書
に
よ
り
、
お
近
く
の

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が
あ
る

方
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
に
よ
る
納
付

の
ご
案
内
を
民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
い

ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
お
忘
れ
が
な
く
便

利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。
現
金
で
納
付
す
る
よ
り
割
引
率
も
大

き
く
お
得
な
振
替
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
条
件
に
よ
り
納
付
を
免
除
や
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

下仁田町公式 SNSについて 電子申請について

●下仁田町
公式Facebookページ
https://www.facebook.
com/shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町
公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/
shimonita_town
アカウント名:
@shimonita_town

●下仁田町
LINEアカウント
@shimonita

インターネット上で町の手続き
の一部が申請できます。
●URL
https://www.town.
shimonita.lg.jp/
m06/m06/m20/
index.html
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出前講座出前講座

　
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
町
政
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
行
政
出

前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

役
に
立
つ
講
座
を
揃
え
て
お
り
ま
す
の
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
！
受
講
料
は
無
料
で
す
。

●
お
申
し
込
み
方
法
等

（
１
）
町
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し
て
い
る
５
人

以
上
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
で
、
開
催
希
望
日
の
14
日

前
ま
で
に
「
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
」
か
ら
希
望
講
座

を
選
び
、
企
画
課
に
受
講
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
（
申
込
書
は
企
画
課
に
あ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
）

（
２
）
会
場
は
申
込
者
で
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
３
）
開
催
時
間
は
年
末
年
始
を
除
き
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
９
時
ま
で
で
最
大
２
時
間
程
度
で
す
。

（
４
）
担
当
職
員
が
１
〜
２
名
程
度
で
会
場
へ
出
向

き
、
説
明
を
行
い
ま
す
。

●
注
意
事
項

（
１
）
質
問
等
そ
の
場
で
即
答
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

（
２
）
業
務
の
都
合
で
日
時
等
の
希
望
に
添
え
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（
３
）
業
務
の
説
明
を
行
う
も
の
で
、
苦
情
、
要

求
、
批
判
等
は
原
則
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

（
４
）
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
し
た
催
し
と

思
わ
れ
る
も
の
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
政
策
推
進
係

☎
64
―
８
８
０
９

出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
令
和
８
年
度

　行
政
出
前
講
座
メ
ニ
� 

�

名
称

人
事
院
勧
告
制
度
に
つ
い
て

役
場
の
仕
事
の
概
要

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て

選
挙
制
度
に
つ
い
て

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

町
の
財
政
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

町
民
税
に
つ
い
て

し
も
に
た
バ
ス
（
路
線
バ
ス
）
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
総
合
戦
略
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
制
度
に
つ
い
て

地
域
の
見
守
り
支
援
に
つ
い
て

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
つ
い
て

食
育
推
進
に
つ
い
て

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

『
健
康
し
も
に
た
21
』
に
つ
い
て

感
染
症
予
防
に
つ
い
て

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳
人
が
輝
き
、
暮
ら
し
が
輝
き
、
未
来
が
輝
く
ま
ち

し
も
に
た
（
第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
）

総務課 課
番号

企画課福祉課保健課 住民
税務課

熱
中
症
に
つ
い
て

子
育
て
に
つ
い
て

エ
コ
生
活
に
つ
い
て

動
物
愛
護
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
防
除
対
策
に
つ
い
て

農
地
に
関
係
す
る
決
ま
り
に
つ
い
て

悪
質
商
法
の
被
害
防
止
に
つ
い
て

宮
畑
浄
水
場
施
設
見
学

町
議
会
の
し
く
み
に
つ
い
て

監
査
制
度
に
つ
い
て

軽
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

学
校
給
食
に
つ
い
て

下
仁
田
町
公
民
館
施
設
見
学

下
仁
田
町
の
文
化
財
に
つ
い
て

蚕
種
貯
蔵
施
設
と
し
て
の
荒
船
風
穴
に
つ
い
て

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
の
行
方
に
つ
い
て

町
の
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
に
つ
い
て

町
に
お
け
る
廃
棄
物
の
資
源
化
に
つ
い
て

廃
棄
物
の
減
量
化
に
つ
い
て

特
製
メ
ニ
ュ
ー

㉑㉒㉓㉔㉕㉖㉗㉘㉙㉚㉛����������
保健課農林課商工

観光課教育課 議会事務局甘楽西部
環境衛生施設組合課

建設
水道課

　現在、市町村から発令される避難指示等の避難情報や、気象庁等が発表する防災気象情報は、住民がとる
べき行動を直感的に理解しやすくなるよう、5段階の「警戒レベル」を用いてお伝えしています。
　例えば警戒レベル4は、「危険な場所から全員避難」となっており、この警戒レベル4までに、各種情報を参考
に自らの判断で避難行動をとる必要があります。

　令和8年5月下旬（予定）から運用を開始する新たな防災気象情報では、大雨・河川氾濫・土砂災害・高潮に
関する警報などを、災害発生の危険度に応じて住民がとるべき行動に対応した5段階の警戒レベルと整合させ
て、現行の大雨警報などから伝え方が大きく変わります。
　例えば、低地の浸水や小さな河川の氾濫に関する情報は、情報の頭に「レベル」を付けて「レベル2大雨注意
報」、「レベル3大雨警報」、「レベル4大雨危険警報」、「レベル5大雨特別警報」という名称に変更します。

　レベル3警報やレベル4危険警報が発
表になったら、自治体からの避難指示等
に十分留意いただくとともに、大雨で危険
度が高まった地域が地図で表示される
「キキクル」や河川の水位情報等の情報
を確認して、危険な場所にいる方は早め
の避難を心掛けてください。

上の図は、危険なところから避難が必要な大雨による気象災害です。

前橋地方気象台

大雨に関する警報等の一覧表（※高潮の情報は割愛しています）大雨に関する警報等の一覧表（※高潮の情報は割愛しています）

令和8年5月下旬から防災気象情報が新しくなります

詳しい情報はこちら
町ホームページ
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質
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語り継がれる歴史語り継がれる歴史

里
見
哲
夫

下
仁
田
ね
ぎ
と

　牧
野
富
太
郎
博
士

下
仁
田
ね
ぎ
と

　牧
野
富
太
郎
博
士

　
名
産
下
仁
田
ね
ぎ
は
、
江
戸
期
に

江
戸
で
知
ら
れ
た
こ
と
は
、
桜
井
家

に
保
管
の
古
文
書
で
知
ら
れ
て
い

る
と
お
り
で
す
。し
か
し
、
形
状
に

つ
い
て
は
何
処
に
も
記
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。よ
っ
て
、
最
近
に
な
っ
て

そ
の
形
状
に
つ
い
て
疑
悶
を
持
ち

ま
し
て
、
牧
野
富
太
郎
博
士
の
著
書

で
調
べ
直
し
て
見
ま
し
た
。前
に
書

き
ま
し
た
「
下
仁
田
ね
ぎ
」
に
も
こ

の
事
は
触
れ
て
い
ま
す
が
、
単
に
下

仁
田
ね
ぎ
、
西
牧
ね
ぎ
の
名
前
の
み

に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
を
強
く
反
省

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
１
９
５
８
年
（
昭
和
33
）

に
発
売
の
牧
野
富
太
郎
著
、「
植
物

随
筆
　
我
が
思
い
出
」
の
一
頁
の
中

に
下
仁
田
ね
ぎ
の
形
状
等
の
事
が

記
述
さ
れ
て
い
ま
し
た
。同
書
の
中

の
「
シ
モ
ニ
タ
ネ
ギ
」
を
参
考
と
し

ま
し
て
再
検
討
し
て
み
ま
し
た
。

　
以
下
が
そ
の
記
述
で
す
。

「
シ
モ
ニ
タ
ネ
ギ
。上
野
、
甘
楽
郡
、

下
日
多
村
に
作
っ
て
居
る
ネ
ギ
を
、

シ
モ
ニ
タ
ネ
ギ
と
謂
ひ（
い
い
）、

亦（
ま
）た
オ
オ
ネ
ブ
カ（A

llium
    

 istulosum
 L.giganteum

 M
akino

）

亦
た
、
オ
オ
ネ
ギ
と
稱（
し
ょ
う
）す

る
」と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
８
０
５
年
（
文
化
２
）
の
江
戸

屋
敷
か
ら
の
古
文
書
に
は
、「
下
仁

田
ね
ぎ
２
０
０
本
至
急
送
れ
、
運
賃

代
は
い
く
ら
か
か
っ
て
も
よ
い
」
と

の
古
文
書
と
、
次
い
で
「
西
牧
ね
ぎ

７
０
０
本
送
れ
」の
も
の
で
し
た
。

　
こ
こ
で
ま
た
疑
問
が
生
じ
ま
し

た
。「
ね
ぎ
」と
は
日
本
古
来
の
野
菜

で
あ
る
か
ど
う
か
と
の
疑
問
で
し

た
。早
速
調
べ
て
見
ま
し
た
ら
、
何

と
原
産
地
は
、
遠
く
モ
ン
ゴ
ル
や
中

国
西
北
部
地
方
一
帯
が
原
産
地
で

あ
る
と
の
事
で
し
た
。た
だ
た
だ
驚

く
ば
か
り
で
し
た
。

　
従
い
ま
し
て
日
本
へ
は
古
い
時

代
に
中
国
大
陸
か
ら
朝
鮮
半
島
を

経
て
渡
来
し
た
も
の
で
、
そ
の
年
代

は
不
明
で
す
。そ
の
過
程
で
、
西
日

本
か
ら
東
日
本
へ
と
次
第
に
栽
培

を
広
げ
て
全
国
に
行
き
渡
り
ま
し

た
。こ
う
し
て
各
地
域
へ
と
広
ま
っ

て
い
く
過
程
で
、
そ
の
地
域
で
の
特

産
の
「
ね
ぎ
」
が
誕
生
し
て
い
き
ま

す
。　

　「
ね
ぎ
」
の
古
文
書
を
調
べ
て
み

ま
す
と
、
下
仁
田
の
ね
ぎ
程
古
文
書

を
沢
山
持
っ
て
い
る
「
ね
ぎ
」
は
他

に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。し
た
が
っ

て
下
仁
田
ね
ぎ
、
西
牧
ね
ぎ
の
名
前

は
、
江
戸
期
に
付
け
ら
れ
た
か
ど
う

か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
名

は
牧
野
富
太
郎
博
士
が
命
名
し
た

も
の
で
す
。

　
こ
れ
は
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
）

１
月
牧
野
富
太
郎
博
士
が
没
後
、
北

隆
館
１
９
５
８
年（
昭
和
33
）の「
植

物
随
筆
　
我
が
思
い
出
・（
遺
稿
）」

中
に
、
上
記
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り

ま
す
。よ
っ
て
、下
仁
田
ね
ぎ
、西
牧

ね
ぎ
の
形
状
は
、
形
は
長
か
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
江
戸
に
送
ら
れ
た
ね
ぎ

は
、
単
に
下
仁
田
ね
ぎ
、
西
牧
ね
ぎ

の
名
前
の
み
で
、
ね
ぎ
の
形
に
つ
い

て
の
記
述
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。下

仁
田
の
ね
ぎ
、
西
牧
の
ね
ぎ
は
今
よ

り
長
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
の
下
仁
田
ね
ぎ
は
、
戦
後
の
昭

和
中
頃
に
下
仁
田
農
業
改
良
事
務

所
の
馬
山
出
身
の
山
崎
所
長
と
松

浦
源
一
郎
さ
ん
等
関
係
者
の
ご
尽

力
で
ね
ぎ
の
品
種
改
良
が
実
施
さ

れ
て
、
現
在
栽
培
中
の「
だ
る
ま
形
」

の
ね
ぎ
の
誕
生
を
見
ま
し
た
。品
種

名
は
、「
下
仁
田
ね
ぎ
」ま
た
の
名
前

を
「
殿
様
ね
ぎ
」
と
も
呼
ん
で
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
江
戸
の
殿
様

方
に
献
上
し
た
こ
と
と
、
根
が
太
い

こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
「
上
毛
か
る
た
」
で
一
層
知

ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
が
、「
上

毛
か
る
た
」の「
絵
札
」に
は
、
長
ね

ぎ
が
描
か
れ
て
、
問
題
を
残
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
町
で
は
、
折
角
の
名
産

下
仁
田
ね
ぎ
の
販
売
な
の
で
、
下
仁

田
葱
の
日
を
11
月
23
日
に
制
定
し

ま
し
た
。「
11
月
23
日
は
い
い
風
味

の
下
仁
田
葱
の
日
」

　
今
後
、
末
永
く
名
産
下
仁
田
ね
ぎ

が
発
展
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
を

祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

贈
答
に 

下
仁
田
ね
ぎ
は 
江
戸
期
よ
り

　
高
き
知
名
度 

昔
も
今
に

江
戸
期
よ
り 

要
請
う
け
し 

下
仁
田
ね
ぎ

　
珍
重
さ
れ
て 

そ
の
名
を
広
む

栽
培
に 

15
ヶ
月
を 

努
力
し
て

　
収
穫
祝
う 

下
仁
田
の
ね
ぎ

誇
り
た
る 

下
仁
田
ね
ぎ
も 

真
夏
日
に

　
対
応
出
来
ず
　
汚
点
を
残
す

「
か
る
た
」へ
と 

描
か
れ
し
ね
ぎ 

長
々
と

　
課
題
を
残
し 

宣
伝
さ
れ
る

過
疎
の
町 

街
道
す
じ
に 

ね
ぎ
の
旗

　
売
店
も
出
来 

に
ぎ
わ
い
み
せ
る

5月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保 育 園
会 場
実 施 日
時 間
対 象 児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

5月21日（木）
午前１０時～１1時

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：午前9時～正午

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ先　馬山こども園　８２－２３２３　青 倉 保 育 園 　８２－２５４９　役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭解放

5月12日（火）
午前１０時～１1時30分

スマホ教室 ５月開催の受講者募集について

５月１８日（月）道の駅　観光協会付近
①　９：３０～１０：３０　「スマホ初心者向け講座」
②１１：００～１２：００　「スマホ中級者向け講座」
③１３：３０～１４：３０　「スマホ初心者向け講座」
④１５：００～１６：００　「スマホ中級者向け講座」

開催日／開催場所

開催時間・内容
（１日４回開催）

※各回定員３名まで

【5月の開催内容】（初心者…基本操作、マップやLINEの使い方など　中級者…QRコードの読取、音声操作など）

※教室への参加は、原則予約制となっております。ご予約は以下へ連絡してください。

お住いの地域に関係なく、ご参加いただけます。
ご予約のない方でも、相談を受け付けます。（予約者を優先させていただきます。）

※開催場所と開催日（曜日）が変更となりました。ご注意ください。

スマホ教室予約専用窓口
０８００－１１１－９４４２（通話料無料）

●ご予約・キャンセル以外の問い合わせ先
　企画課地域創生係　☎82-2111（内線513）

25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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仁
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仁
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さ
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っ
て

そ
の
形
状
に
つ
い
て
疑
悶
を
持
ち

ま
し
て
、
牧
野
富
太
郎
博
士
の
著
書

で
調
べ
直
し
て
見
ま
し
た
。前
に
書

き
ま
し
た
「
下
仁
田
ね
ぎ
」
に
も
こ

の
事
は
触
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仁
田
ね
ぎ
、
西
牧
ね
ぎ
の
名
前
の
み

に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
を
強
く
反
省

を
し
て
お
り
ま
す
。
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仁
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、
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、
西
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に
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。
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後
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和
中
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仁
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改
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と
松

浦
源
一
郎
さ
ん
等
関
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の
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の
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現
在
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中
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ま
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の
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の
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の
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れ
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」に
は
、
長
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て
、
問
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す
。
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し
、
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は
、
折
角
の
名
産
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仁
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ね
ぎ
の
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売
な
の
で
、
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仁
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葱
の
日
を
11
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23
日
に
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し

ま
し
た
。「
11
月
23
日
は
い
い
風
味

の
下
仁
田
葱
の
日
」

　
今
後
、
末
永
く
名
産
下
仁
田
ね
ぎ

が
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続
け
ら
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る
こ
と
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っ
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ま
せ
ん
。
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残
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宣
伝
さ
れ
る
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5月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保 育 園
会 場
実 施 日
時 間
対 象 児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

5月21日（木）
午前１０時～１1時

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：午前9時～正午

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ先　馬山こども園　８２－２３２３　青 倉 保 育 園 　８２－２５４９　役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭解放

5月12日（火）
午前１０時～１1時30分

スマホ教室 ５月開催の受講者募集について

５月１８日（月）道の駅　観光協会付近
①　９：３０～１０：３０　「スマホ初心者向け講座」
②１１：００～１２：００　「スマホ中級者向け講座」
③１３：３０～１４：３０　「スマホ初心者向け講座」
④１５：００～１６：００　「スマホ中級者向け講座」

開催日／開催場所

開催時間・内容
（１日４回開催）

※各回定員３名まで

【5月の開催内容】（初心者…基本操作、マップやLINEの使い方など　中級者…QRコードの読取、音声操作など）

※教室への参加は、原則予約制となっております。ご予約は以下へ連絡してください。

お住いの地域に関係なく、ご参加いただけます。
ご予約のない方でも、相談を受け付けます。（予約者を優先させていただきます。）

※開催場所と開催日（曜日）が変更となりました。ご注意ください。

スマホ教室予約専用窓口
０８００－１１１－９４４２（通話料無料）

●ご予約・キャンセル以外の問い合わせ先
　企画課地域創生係　☎82-2111（内線513）
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健康健康

身
体
障
害
者
訪
問
審
査
支
援
の
実
施
に
つ
い
て

　
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
巡

回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。相
談
は
す
べ

て
予
約
制
で
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
事

前
に
役
場
福
祉
係
へ
予
約
申
込
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

令
和
８
年
6
月
３
日（
水
）

受
付
　
午
後
2
時
〜
4
時

●
会
場
　
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
と
み
お

か（
富
岡
市
田
篠
1
3
3
0
―
１
）

●
相
談
科
目
　
整
形
外
科
（
身
体
障

害
者
に
関
係
す
る
各
種
の
相
談
、
補

装
具
判
定
等
）

●
申
込
期
限
　
5
月
25
日（
月
）

●
予
約
先
　
福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3（
直
通
）

　
相
談
会
場
に
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
と
現
在
使
用
し
て
い
る
補
装
具
を

持
って
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
重
度
の
障
害
の
た
め
来
場
が
困
難

な
場
合
は
、自
宅
訪
問
も
行
い
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う
！

歯
と
口
の
健
康
フ
ェア
2
0
2
6

●
日
時
　
６
月
７
日（
日
）　

午
前
９
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
受
付

●
場
所

富
岡
市
子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ

●
内
容

・
歯
の
健
康
相
談

口
や
歯
、入
れ
歯
の
悩
み
な
ど
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

お
口
に
合
っ
た
歯
ブ
ラ
シ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト・フ
ッ
素
塗
布

大
人
も
子
ど
も
も
無
料
で
体
験
で
き

ま
す

・
８
０
２
０
賞

満
80
歳
以
上
で
20
本
以
上
使
え
る
歯

が
残
っ
て
い
る
方
に
は
そ
の
場
で
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。歯
に
自
信

が
あ
り
、ま
だ
受
賞
経
験
の
な
い
人
は

奮
って
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
他
に
も
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
水
の
試

飲
、歯
育
カ
ル
タ
、オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

チ
ェッ
ク
、
む
し
歯
予
防
図
画
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
の
展
示
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

　
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人

富
岡
甘
楽
歯
科
医
師
会

富
岡
市
七
日
市
6
4
0
―
1

☎
62
―
1
7
0
6

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョン
と
は「
自

分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、軽

度
な
身
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
て

す
る
こ
と
」で
す
。普
段
か
ら
し
っ
か

り
と
体
調
管
理
を
し
て
、体
調
が
良

く
な
い
と
き
は
症
状
に
あ
わ
せ
て
、薬

局
で
薬
剤
師
に
相
談
の
う
え
で

O
T
C
医
薬
品（
市
販
薬
）を
購
入
し

て
対
処
し
ま
し
ょ
う
。（
薬
の
種
類
に

よ
って
は
登
録
販
売
者
で
も
可
）た
だ

し
、普
段
感
じ
た
こ
と
の
な
い
痛
み
や

不
調
、市
販
薬
を
使
用
し
て
も
改
善

し
な
い
場
合
は
、速
や
か
に
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。医
療
機
関
に

適
正
に
か
か
る
こ
と
で
医
療
費
の
節

約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1

　
胃
が
ん
は
50
歳
代
以
降
に
罹
患
す

る
人
が
多
く
、急
速
に
進
行
す
る
が
ん

も
あ
り
ま
す
。早
期
の
が
ん
は
自
覚
症

状
が
あ
り
ま
せ
ん
。早
期
発
見
・
治

療
の
た
め
、
２
年
に
１
度
、
繰
り
返
し

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者
　
50
歳
以
上
で
、昨
年
度

に
胃
が
ん
検
診（
バ
リ
ウ
ム
ま
た
は
胃

カ
メ
ラ
）を
受
診
し
て
い
な
い
方（
年

齢
は
令
和
９
年
３
月
31
日
現
在
）

●
申
し
込
み

①
申
し
込
み

　
専
用
フ
ォ
ー
ム

②
電
話

保
健
課
保
健
係 

☎
82
―
5
4
9
0

●
実
施
医
療
機
関

下
仁
田
厚
生
病
院

●
検
査
内
容
　
内
視
鏡
検
査

●
検
診
実
施
期
間

６
月
か
ら
11
月
末

●
受
診
負
担
金
　
1
，5
0
0
円

●
注
意
事
項

・
同一年
度
内
で
バ
リ
ウ
ム
と
胃
カ
メ

ラ
両
方
の
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
胃
カ
メ
ラ
検
診
と
胃
バ
リ
ウ
ム
検

診
を
重
複
受
診
さ
れ
た
場
合
、
後
に

受
診
し
た
検
診
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
受
診
シ
ー
ル
に
名
前
の
印
字
が
あ
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
保
健
係  

☎
82
―
5
4
9
0

胃
が
ん（
胃
カ
メ
ラ
）

検
診
の
ご
案
内

『
シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
』

今
年
も
や
り
ま
す
!

　
介
護
予
防
活
動
の
参
加
に
際
し
て

カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
を
貯
め
た
数
に
応
じ
て
景

品
や
下
仁
田
町
商
業
協
同
組
合
商
品

券
と
交
換
す
る
制
度
で
す
。

●
対
象
者

・65
才
以
上
の
町
民

・通
い
の
場
等
の
主
催
者・代
表
者（
年

齢
不
問
）

●
対
象
活
動（
４
月
現
在
）

・コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

・寄
楽
ね
ー
か
い

・各
種
介
護
予
防
教
室
や
講
演
会

・認
知
症
カ
フェ

・家
族
の
カ
フェ

・住
民
が
主
体
的
に
実
施
す
る
通
い
の

場「
貯
筋
の
つ
ど
い
」「
川
井
な
で
し
こ

貯
筋
教
室
」「
地
区
サ
ロ
ン
」「
シ
ニ
ア

の
居
場
所
」（
４
月
以
降
立
ち
上
げ
の

会
も
随
時
含
め
ま
す
）

●
流
れ

・４
月
か
ら
３
月
ま
で
対
象
活
動
に
参

加
す
る
。年
度
の
初
め
に
参
加
す
る
場

所
で
カ
ー
ド（
紙
）を
も
ら
い
、そ
の

カ
ー
ド
を
１
年
間
使
用
し
ま
す
。そ
の

後
は
参
加
す
る
度
に
会
場
で
カ
ー
ド

を
提
示
し
て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら

い
ま
す
。

・ポ
イ
ン
ト
を
交
換
す
る
。３
月
に
年

間
の
参
加
実
績（
ス
タ
ン
プ
の
数
）に

応
じ
て
、景
品
や
商
品
券
と
交
換
し

ま
す
。交
換
場
所
は
、役
場
福
祉
課
包

括
支
援
係
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４

熱
中
症
予
防
に
は

暑
熱
順
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
本
格
的
に
暑
く
な
る
前
か
ら
始
め

る
熱
中
症
予
防
対
策
で
、身
体
を
暑

さ
に
慣
れ
さ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。暑

熱
順
化
の
ポ
イ
ン
ト
は
、汗
を
か
く
こ

と
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど
の
少

し
汗
ば
む
運
動
を
１
日
３０
分
程
度

行
っ
た
り
、入
浴
時
に
湯
船
に
１０
分
程

度
浸
か
る
な
ど
、日
常
生
活
の
中
で
行

え
ま
す
。約
２
週
間
程
度
の
継
続
で

順
化
が
完
成
し
ま
す
が
、中
断
す
る

と
効
果
は
数
日
で
失
わ
れ
ま
す
。暑
く

な
る
前
か
ら
余
裕
を
も
っ
て
、暑
熱
順

化
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
保
健
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
82
―
５
４
９
０

　
フ
レ
イ
ル
予
防
の
基
礎
的
な
知
識

と
実
践
が
学
べ
る
教
室
を
開
催
し
ま

す
。い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
お
家
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
健
康
寿

命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。１０
月
か
ら
青

倉
地
区
で
同
じ
内
容
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。

●
対
象
者
　
６５
歳
以
上
の
町
民（
馬

山
地
区
で
行
い
ま
す
が
、全
地
区
が

対
象
で
す
）

●
定
員
　
２５
人（
昨
年
度
未
受
講
者

優
先
と
し
ま
す
）

●
会
場
　
下
仁
田
町
防
災
交
流
ス

テ
ー
シ
ョ
ン（
道
の
駅
し
も
に
た
敷
地

内
）

●
内
容
　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
関
す
る
講

話
と
実
技（
高
齢
者
の
筋
ト
レ
、か
ら

だ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、お
口
と
歯
、栄
養
）

●
日
程
　
全
７
回（
５
／
２８
・６
／

１１・６
／
２５・７
／
9・７
／
１６・７
／

３０・８
／
６
全
て
木
曜
日
）　

●
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

●
講
師
　
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
、柔
道
整

復
師
、歯
科
衛
生
士
、管
理
栄
養
士

●
申
込
み
期
限
　
５
月
２２
日（
金
）た

だ
し
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

●
申
込
み・問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉

課
包
括
支
援
係
　
☎
64
―
８
８
０
４

※「
シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
対
象
事

業
で
す
！

参
加
者
募
集

（
馬
山
）シ
ニ
ア

元
気
ア
ッ
プ
教
室

　
標
高
1
0
0
0
ｍ
を
超
え
る

神
津
牧
場
に
も
風
薫
る
さ
わ
や

か
な
香
り
が
やって
き
ま
し
た
。

　
牧
場
の
動
物
た
ち
と
共
に
、

高
原
の
春
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

●
日
時

５
月
１7
日（
日
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
小
雨
決
行

●
内
容

搾
乳
体
験・ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
無

料
サ
ー
ビ
ス・野
点・仔
牛
の
体

重
当
て・ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
、模

擬
店
な
ど

●
主
催

神
津
牧
場
　

●
共
催

下
仁
田
町
観
光
協
会

●
問
い
合
わ
せ
先

神
津
牧
場

☎
84―

2
3
6
3

神
津
牧
場

花
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
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健康健康

身
体
障
害
者
訪
問
審
査
支
援
の
実
施
に
つ
い
て

　
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
巡

回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。相
談
は
す
べ

て
予
約
制
で
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
事

前
に
役
場
福
祉
係
へ
予
約
申
込
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

令
和
８
年
6
月
３
日（
水
）

受
付
　
午
後
2
時
〜
4
時

●
会
場
　
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
と
み
お

か（
富
岡
市
田
篠
1
3
3
0
―
１
）

●
相
談
科
目
　
整
形
外
科
（
身
体
障

害
者
に
関
係
す
る
各
種
の
相
談
、
補

装
具
判
定
等
）

●
申
込
期
限
　
5
月
25
日（
月
）

●
予
約
先
　
福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3（
直
通
）

　
相
談
会
場
に
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
と
現
在
使
用
し
て
い
る
補
装
具
を

持
って
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
重
度
の
障
害
の
た
め
来
場
が
困
難

な
場
合
は
、自
宅
訪
問
も
行
い
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う
！

歯
と
口
の
健
康
フ
ェア
2
0
2
6

●
日
時
　
６
月
７
日（
日
）　

午
前
９
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
受
付

●
場
所

富
岡
市
子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ

●
内
容

・
歯
の
健
康
相
談

口
や
歯
、入
れ
歯
の
悩
み
な
ど
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

お
口
に
合
っ
た
歯
ブ
ラ
シ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト・フ
ッ
素
塗
布

大
人
も
子
ど
も
も
無
料
で
体
験
で
き

ま
す

・
８
０
２
０
賞

満
80
歳
以
上
で
20
本
以
上
使
え
る
歯

が
残
っ
て
い
る
方
に
は
そ
の
場
で
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。歯
に
自
信

が
あ
り
、ま
だ
受
賞
経
験
の
な
い
人
は

奮
って
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
他
に
も
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
水
の
試

飲
、歯
育
カ
ル
タ
、オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

チ
ェッ
ク
、
む
し
歯
予
防
図
画
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
の
展
示
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

　
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人

富
岡
甘
楽
歯
科
医
師
会

富
岡
市
七
日
市
6
4
0
―
1

☎
62
―
1
7
0
6

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョン
と
は「
自

分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、軽

度
な
身
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
て

す
る
こ
と
」で
す
。普
段
か
ら
し
っ
か

り
と
体
調
管
理
を
し
て
、体
調
が
良

く
な
い
と
き
は
症
状
に
あ
わ
せ
て
、薬

局
で
薬
剤
師
に
相
談
の
う
え
で

O
T
C
医
薬
品（
市
販
薬
）を
購
入
し

て
対
処
し
ま
し
ょ
う
。（
薬
の
種
類
に

よ
って
は
登
録
販
売
者
で
も
可
）た
だ

し
、普
段
感
じ
た
こ
と
の
な
い
痛
み
や

不
調
、市
販
薬
を
使
用
し
て
も
改
善

し
な
い
場
合
は
、速
や
か
に
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。医
療
機
関
に

適
正
に
か
か
る
こ
と
で
医
療
費
の
節

約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1

　
胃
が
ん
は
50
歳
代
以
降
に
罹
患
す

る
人
が
多
く
、急
速
に
進
行
す
る
が
ん

も
あ
り
ま
す
。早
期
の
が
ん
は
自
覚
症

状
が
あ
り
ま
せ
ん
。早
期
発
見
・
治

療
の
た
め
、
２
年
に
１
度
、
繰
り
返
し

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者
　
50
歳
以
上
で
、昨
年
度

に
胃
が
ん
検
診（
バ
リ
ウ
ム
ま
た
は
胃

カ
メ
ラ
）を
受
診
し
て
い
な
い
方（
年

齢
は
令
和
９
年
３
月
31
日
現
在
）

●
申
し
込
み

①
申
し
込
み

　
専
用
フ
ォ
ー
ム

②
電
話

保
健
課
保
健
係 

☎
82
―
5
4
9
0

●
実
施
医
療
機
関

下
仁
田
厚
生
病
院

●
検
査
内
容
　
内
視
鏡
検
査

●
検
診
実
施
期
間

６
月
か
ら
11
月
末

●
受
診
負
担
金
　
1
，5
0
0
円

●
注
意
事
項

・
同一年
度
内
で
バ
リ
ウ
ム
と
胃
カ
メ

ラ
両
方
の
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
胃
カ
メ
ラ
検
診
と
胃
バ
リ
ウ
ム
検

診
を
重
複
受
診
さ
れ
た
場
合
、
後
に

受
診
し
た
検
診
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
受
診
シ
ー
ル
に
名
前
の
印
字
が
あ
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
保
健
係  

☎
82
―
5
4
9
0

胃
が
ん（
胃
カ
メ
ラ
）

検
診
の
ご
案
内

『
シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
』

今
年
も
や
り
ま
す
!

　
介
護
予
防
活
動
の
参
加
に
際
し
て

カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
を
貯
め
た
数
に
応
じ
て
景

品
や
下
仁
田
町
商
業
協
同
組
合
商
品

券
と
交
換
す
る
制
度
で
す
。

●
対
象
者

・65
才
以
上
の
町
民

・通
い
の
場
等
の
主
催
者・代
表
者（
年

齢
不
問
）

●
対
象
活
動（
４
月
現
在
）

・コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

・寄
楽
ね
ー
か
い

・各
種
介
護
予
防
教
室
や
講
演
会

・認
知
症
カ
フェ

・家
族
の
カ
フェ

・住
民
が
主
体
的
に
実
施
す
る
通
い
の

場「
貯
筋
の
つ
ど
い
」「
川
井
な
で
し
こ

貯
筋
教
室
」「
地
区
サ
ロ
ン
」「
シ
ニ
ア

の
居
場
所
」（
４
月
以
降
立
ち
上
げ
の

会
も
随
時
含
め
ま
す
）

●
流
れ

・４
月
か
ら
３
月
ま
で
対
象
活
動
に
参

加
す
る
。年
度
の
初
め
に
参
加
す
る
場

所
で
カ
ー
ド（
紙
）を
も
ら
い
、そ
の

カ
ー
ド
を
１
年
間
使
用
し
ま
す
。そ
の

後
は
参
加
す
る
度
に
会
場
で
カ
ー
ド

を
提
示
し
て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら

い
ま
す
。

・ポ
イ
ン
ト
を
交
換
す
る
。３
月
に
年

間
の
参
加
実
績（
ス
タ
ン
プ
の
数
）に

応
じ
て
、景
品
や
商
品
券
と
交
換
し

ま
す
。交
換
場
所
は
、役
場
福
祉
課
包

括
支
援
係
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４

熱
中
症
予
防
に
は

暑
熱
順
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
本
格
的
に
暑
く
な
る
前
か
ら
始
め

る
熱
中
症
予
防
対
策
で
、身
体
を
暑

さ
に
慣
れ
さ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。暑

熱
順
化
の
ポ
イ
ン
ト
は
、汗
を
か
く
こ

と
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど
の
少

し
汗
ば
む
運
動
を
１
日
３０
分
程
度

行
っ
た
り
、入
浴
時
に
湯
船
に
１０
分
程

度
浸
か
る
な
ど
、日
常
生
活
の
中
で
行

え
ま
す
。約
２
週
間
程
度
の
継
続
で

順
化
が
完
成
し
ま
す
が
、中
断
す
る

と
効
果
は
数
日
で
失
わ
れ
ま
す
。暑
く

な
る
前
か
ら
余
裕
を
も
っ
て
、暑
熱
順

化
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
保
健
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
82
―
５
４
９
０

　
フ
レ
イ
ル
予
防
の
基
礎
的
な
知
識

と
実
践
が
学
べ
る
教
室
を
開
催
し
ま

す
。い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
お
家
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
健
康
寿

命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。１０
月
か
ら
青

倉
地
区
で
同
じ
内
容
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。

●
対
象
者
　
６５
歳
以
上
の
町
民（
馬

山
地
区
で
行
い
ま
す
が
、全
地
区
が

対
象
で
す
）

●
定
員
　
２５
人（
昨
年
度
未
受
講
者

優
先
と
し
ま
す
）

●
会
場
　
下
仁
田
町
防
災
交
流
ス

テ
ー
シ
ョ
ン（
道
の
駅
し
も
に
た
敷
地

内
）

●
内
容
　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
関
す
る
講

話
と
実
技（
高
齢
者
の
筋
ト
レ
、か
ら

だ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、お
口
と
歯
、栄
養
）

●
日
程
　
全
７
回（
５
／
２８
・６
／

１１・６
／
２５・７
／
9・７
／
１６・７
／

３０・８
／
６
全
て
木
曜
日
）　

●
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

●
講
師
　
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
、柔
道
整

復
師
、歯
科
衛
生
士
、管
理
栄
養
士

●
申
込
み
期
限
　
５
月
２２
日（
金
）た

だ
し
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

●
申
込
み・問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉

課
包
括
支
援
係
　
☎
64
―
８
８
０
４

※「
シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
対
象
事

業
で
す
！

参
加
者
募
集

（
馬
山
）シ
ニ
ア

元
気
ア
ッ
プ
教
室

　
標
高
1
0
0
0
ｍ
を
超
え
る

神
津
牧
場
に
も
風
薫
る
さ
わ
や

か
な
香
り
が
やって
き
ま
し
た
。

　
牧
場
の
動
物
た
ち
と
共
に
、

高
原
の
春
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

●
日
時

５
月
１7
日（
日
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
小
雨
決
行

●
内
容

搾
乳
体
験・ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
無

料
サ
ー
ビ
ス・野
点・仔
牛
の
体

重
当
て・ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
、模

擬
店
な
ど

●
主
催

神
津
牧
場
　

●
共
催

下
仁
田
町
観
光
協
会

●
問
い
合
わ
せ
先

神
津
牧
場

☎
84―

2
3
6
3

神
津
牧
場

花
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
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健康健康

　国が定めた年に1度の健康診断です。自分の体のこと、少し考えてみませんか？

※国の指針に則り、結核・肺がん検診（喀痰細胞診）は令和8年度から廃止しました。
※令和8年度から骨密度検診は乳がん・子宮頸がん検診と同時実施となりました。(５月８日～６月１日は受診
できません)

特定健診・がん検診等についてのご案内
●春の集団健(検)診内容

40歳以上74歳以下で国民健康保険加入中の人    
75歳以上の人    
30歳以上39歳以下の人    
40歳以上64歳以下の人    
65歳以上の人    
40歳以上の人    
50歳以上の男性    
40歳、41歳以上の未受診者    

国保特定健康診査
後期高齢者健康診査
若年者健康診査

大腸がん検診
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診

受診できる方メニュー 受診料
★基準年齢は、令和9年3月31日現在

■健(検)診案内不要者について
病院等に６か月以上継続入院している方、特別養護老人ホーム等に入所している方については
通知を止めることができますので、ウェブ申請又は保健センターまでご連絡ください。
■健(検)診対象者の方へは保健推進員さん等を通じて通知にてお知らせします。
通知に「各種がん検診質問用紙」を同封しております。これは町が実施する健診以外(勤め先又は健康保険組合等)
で検診を受けた方が対象です。回答へのご協力をお願い申し上げます。

●持ってくるもの

受診シール
質問票また受診票

検尿容器
マイナ保険証又は資格確認書等

採便容器
受診料

国保特定健康診査
○
○
○
○
×

無料

後期高齢者健康診査
○
○
○
○
×

無料

若年者健康診査
○
○
○
×
×

1,000円

大腸がん検診
○
○
×
×
○

500円

その他の健(検)診
○
×
×
×
×

各健（検）診により
受診料がかかります。

※保健センター：駐車場はこんにゃく体験道場駐車場をご利用ください。

予約が必要な春～冬までの全健(検)診の予約ができます！！詳しい日程はお手元の健(検)診等のご案内をご覧く
ださい。
(5月30日～11月29日までの期間) 

午前９時～１０時
午前１０時～１１時

午後１時～２時
午後２時～３時

午前９時～１０時
午前１０時～１１時
午前９時～１０時

午前１０時～１１時
午後１時～２時
午後２時～３時

午前９時～１０時
午前１０時～１１時

午後１時～２時
午後２時～３時

午前９時～１０時
午前１０時～１１時
午前９時～１０時

午前１０時～１１時
午後１時～２時
午後２時～３時

午前９時～１０時
午前１０時～１１時

午後１時～２時
午後２時～３時

午後４時３０分～６時

対 象 地 区
蒔田

緑ヶ丘
城西
中央
大東
小川

上小坂・中小坂
下小坂・大平
大坂・東野牧
吉崎・栗山

西野牧12区・矢川
西野牧9・10・11区

市ノ萱・横間・南野牧
本宿

宮室・上青倉
土谷沢・大桑原・下青倉

旭町・上町
仲町

東町・川井
下町

下仁田町全地区

会　場

青倉社会体育館

時　間

5月8日(金)

5月11日（月）

5月21日（木）

5月25日（月）

5月27日（水）

5月30日（土）

6月1日（月）

期　日

保健センター

馬山社会体育館

馬山社会体育館

保健センター

保健センター

保健センター

西牧防災研修施設
（旧西中学校）

予　約

不要
直接会場へ

不要
直接会場へ

不要
直接会場へ

不要
直接会場へ

不要
直接会場へ

不要
直接会場へ

要予約

要予約

下仁田町全地区

結核・肺がん検診（胸部レントゲン)

１,０００円
５００円
無　料
５００円
５００円
無　料

無　料

令和8年度　春の集団健(検)診 日程表

【予約専用フォーム】
　申込期限：11月20日(金)午後5時まで 

予約方法1
【電話】 平日午前8時30分～午後5時まで
　問い合わせ先：保健課保健係　☎82－5490
　申込期限：11月27日(金)午後5時まで

予約方法2

　毎年、春には特定健診などの通知、夏には胃バリウム検診、乳がん検診、子宮頸がん検診の通知を配布し
ていましたが、令和8年度から、全健(検)診の通知を春に配布することとなり、受診希望者が1年間の健(検)
診予定を立てやすくなりました。 
※対象者全員へ年1回のみの通知となります。紛失等で通知がない方は保健センターへご連絡ください。 
　対象地区以外の会場での受診も可能です。    

下仁田厚生病院で『個別健診』も実施します!～申込は保健センターまで～
　町の集団健(検)診を受診できない方や集団健(検)診の日程で都合が悪い方は、下仁田厚生病院での個別健(検)
診をご利用ください。受診を希望する方は、保健センターにお申込みください。
後日、下仁田厚生病院から日程調整等をご連絡します。
●問い合わせ先　保健課保健係　☎82－5490　午前8時30分～午後5時まで
●申込締切　11月20日(金)午後5時まで
●期　間　6月～12月
●時　間　午後3時から
●会　場　下仁田厚生病院
●持ち物　受診シール・質問票・マイナ保険証または資格確認書等・受診料
　　　　　※シール等がない場合は保健センターにご連絡ください
●健(検)診内容　上記集団健(検)診項目と骨密度検診を受診できます

個別健診申込
専用フォーム
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健康健康

　国が定めた年に1度の健康診断です。自分の体のこと、少し考えてみませんか？

※国の指針に則り、結核・肺がん検診（喀痰細胞診）は令和8年度から廃止しました。
※令和8年度から骨密度検診は乳がん・子宮頸がん検診と同時実施となりました。(５月８日～６月１日は受診
できません)

特定健診・がん検診等についてのご案内
●春の集団健(検)診内容

40歳以上74歳以下で国民健康保険加入中の人    
75歳以上の人    
30歳以上39歳以下の人    
40歳以上64歳以下の人    
65歳以上の人    
40歳以上の人    
50歳以上の男性    
40歳、41歳以上の未受診者    

国保特定健康診査
後期高齢者健康診査
若年者健康診査

大腸がん検診
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診

受診できる方メニュー 受診料
★基準年齢は、令和9年3月31日現在

■健(検)診案内不要者について
病院等に６か月以上継続入院している方、特別養護老人ホーム等に入所している方については
通知を止めることができますので、ウェブ申請又は保健センターまでご連絡ください。
■健(検)診対象者の方へは保健推進員さん等を通じて通知にてお知らせします。
通知に「各種がん検診質問用紙」を同封しております。これは町が実施する健診以外(勤め先又は健康保険組合等)
で検診を受けた方が対象です。回答へのご協力をお願い申し上げます。

●持ってくるもの

受診シール
質問票また受診票

検尿容器
マイナ保険証又は資格確認書等

採便容器
受診料

国保特定健康診査
○
○
○
○
×

無料

後期高齢者健康診査
○
○
○
○
×

無料

若年者健康診査
○
○
○
×
×

1,000円

大腸がん検診
○
○
×
×
○

500円

その他の健(検)診
○
×
×
×
×

各健（検）診により
受診料がかかります。

※保健センター：駐車場はこんにゃく体験道場駐車場をご利用ください。

予約が必要な春～冬までの全健(検)診の予約ができます！！詳しい日程はお手元の健(検)診等のご案内をご覧く
ださい。
(5月30日～11月29日までの期間) 

午前９時～１０時
午前１０時～１１時

午後１時～２時
午後２時～３時

午前９時～１０時
午前１０時～１１時
午前９時～１０時

午前１０時～１１時
午後１時～２時
午後２時～３時

午前９時～１０時
午前１０時～１１時

午後１時～２時
午後２時～３時

午前９時～１０時
午前１０時～１１時
午前９時～１０時

午前１０時～１１時
午後１時～２時
午後２時～３時

午前９時～１０時
午前１０時～１１時

午後１時～２時
午後２時～３時

午後４時３０分～６時

対 象 地 区
蒔田

緑ヶ丘
城西
中央
大東
小川

上小坂・中小坂
下小坂・大平
大坂・東野牧
吉崎・栗山

西野牧12区・矢川
西野牧9・10・11区

市ノ萱・横間・南野牧
本宿

宮室・上青倉
土谷沢・大桑原・下青倉

旭町・上町
仲町

東町・川井
下町

下仁田町全地区

会　場

青倉社会体育館

時　間

5月8日(金)

5月11日（月）

5月21日（木）

5月25日（月）

5月27日（水）

5月30日（土）

6月1日（月）

期　日

保健センター

馬山社会体育館

馬山社会体育館

保健センター

保健センター

保健センター

西牧防災研修施設
（旧西中学校）

予　約

不要
直接会場へ

不要
直接会場へ

不要
直接会場へ

不要
直接会場へ

不要
直接会場へ

不要
直接会場へ

要予約

要予約

下仁田町全地区

結核・肺がん検診（胸部レントゲン)

１,０００円
５００円
無　料
５００円
５００円
無　料

無　料

令和8年度　春の集団健(検)診 日程表

【予約専用フォーム】
　申込期限：11月20日(金)午後5時まで 

予約方法1
【電話】 平日午前8時30分～午後5時まで
　問い合わせ先：保健課保健係　☎82－5490
　申込期限：11月27日(金)午後5時まで

予約方法2

　毎年、春には特定健診などの通知、夏には胃バリウム検診、乳がん検診、子宮頸がん検診の通知を配布し
ていましたが、令和8年度から、全健(検)診の通知を春に配布することとなり、受診希望者が1年間の健(検)
診予定を立てやすくなりました。 
※対象者全員へ年1回のみの通知となります。紛失等で通知がない方は保健センターへご連絡ください。 
　対象地区以外の会場での受診も可能です。    

下仁田厚生病院で『個別健診』も実施します!～申込は保健センターまで～
　町の集団健(検)診を受診できない方や集団健(検)診の日程で都合が悪い方は、下仁田厚生病院での個別健(検)
診をご利用ください。受診を希望する方は、保健センターにお申込みください。
後日、下仁田厚生病院から日程調整等をご連絡します。
●問い合わせ先　保健課保健係　☎82－5490　午前8時30分～午後5時まで
●申込締切　11月20日(金)午後5時まで
●期　間　6月～12月
●時　間　午後3時から
●会　場　下仁田厚生病院
●持ち物　受診シール・質問票・マイナ保険証または資格確認書等・受診料
　　　　　※シール等がない場合は保健センターにご連絡ください
●健(検)診内容　上記集団健(検)診項目と骨密度検診を受診できます

個別健診申込
専用フォーム
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年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相
談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフ
が応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相
談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ先
　保健課保健係　☎82－5490

●診察日　日曜日、祝日
●診療場所　休日診療所
　　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　　富岡２０３７番地１
●問い合わせ先　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

緊急時にご利用ください。
●休日診療実施日　日曜、祝祭日、年末年始
●診察時間　午前９時～正午
●診療場所　富岡甘楽歯科医師会　口腔保健センター診療所
　　　　　　富岡市七日市640番地1
　　　　　　（公立七日市病院隣）
●問い合わせ先　☎62－1706

歯科休日診療所 富岡甘楽歯科医師会健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆5月17日（日）小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
●診療時間　午前９時～正午
●診療場所　公立富岡総合病院　救急室
●問い合わせ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
約３分間の健康講話が聞けます
月／ストレスと糖尿病　火／乳頭分泌を伴う疾患について
水／削らなくてもいいむし歯　木／検尿で潜血があるといわれた
金／慢性疲労症候群　土日／子宮脱について
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
※トラブル防止のため、氏名・連絡先を伺います。
◆7日（木）　歯科　午後７時３０分～８時３０分
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 5月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（5月～6月）」

富岡保健福祉事務所　5月～6月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間 対象者 持ち物 内容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

5月14日（木）
6月4日（木）

6月12日（金）

予約締切日
6月10日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします5月29日（金）

午後１時３０分～
　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、
歯科相談、家族計画・授乳・
育児相談、健康相談、離乳
食相談と試食

問診、計測、小児科診察、
歯科健診、歯科相談・希望
者にフッ素塗布、栄養相談
と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

令和8年1月～2月生まれ

令和7年10月～11月生まれ

令和7年7月～8月生まれ

令和7年3月～4月生まれ

令和6年9月～10月生まれ

令和6年3月～4月生まれ

令和5年9月～10月生まれ

令和5年3月～4月生まれ

令和4年9月～10月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気を
もつ本人又はその家族など

エイズ・
性感染症検査

こころの
健康相談

日にち 時間 検査内容 申込先担当

5月12日（火）
6月9日（火）

5月19日（火）
6月2日（火）
6月16日（火）

午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談※無料で受けられます。

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で相
談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか迷っ
た時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

健康健康

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～

●問い合わせ先　福祉課包括支援係（地域包括支援センター）　☎64－8804（直通）

みかん’Sカフェを開催しました
　３月１８日（水）に大沢クリニックにて認知症カフェを開催しま
した。認知症サポート医である大澤歩先生による講座「心の景色
が変わる時、認知症の人の世界と人生１００年時代」を実施しま
した。「認知症は長生きした人にとって勝ち組の証」「延命より満
足を、治療より尊厳を」という言葉から自分らしく生きるための大
切なことを講演していただきました。
　講座修了後、茶話会、情報交換を行いました。
　今後も開催を予定していますので、お出かけください。

認知症サポーター養成講座を開催しました
　３月２４日（火）、下仁田町商業協同組合員とその家族の
方を対象に実施しました。１１名の方に受講していただきま
した。

下仁田町商業協同組合理事長　森川　進様

認知症サポーターが多くいる町は、認知症になっても暮らしやすい町になります。
少人数でも実施します。受講希望がある方は、お気軽にご連絡ください。

講座を受講して認知症サポーターになりませんか？　

　今回の講座で、認知症は年とれば誰にでも起こる可能性があり、とても他人事ではないと感
じました。お買い物に来た時にも、やさしくちょっとした工夫で気づかいをしていけたらと思
います。認知症になっても安心して暮らせる下仁田町をつくるために、高齢者見守りシール事
業等、積極的に応援していきます。
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年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相
談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフ
が応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相
談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ先
　保健課保健係　☎82－5490

●診察日　日曜日、祝日
●診療場所　休日診療所
　　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　　富岡２０３７番地１
●問い合わせ先　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

緊急時にご利用ください。
●休日診療実施日　日曜、祝祭日、年末年始
●診察時間　午前９時～正午
●診療場所　富岡甘楽歯科医師会　口腔保健センター診療所
　　　　　　富岡市七日市640番地1
　　　　　　（公立七日市病院隣）
●問い合わせ先　☎62－1706

歯科休日診療所 富岡甘楽歯科医師会健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆5月17日（日）小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
●診療時間　午前９時～正午
●診療場所　公立富岡総合病院　救急室
●問い合わせ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
約３分間の健康講話が聞けます
月／ストレスと糖尿病　火／乳頭分泌を伴う疾患について
水／削らなくてもいいむし歯　木／検尿で潜血があるといわれた
金／慢性疲労症候群　土日／子宮脱について
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
※トラブル防止のため、氏名・連絡先を伺います。
◆7日（木）　歯科　午後７時３０分～８時３０分
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 5月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（5月～6月）」

富岡保健福祉事務所　5月～6月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間 対象者 持ち物 内容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

5月14日（木）
6月4日（木）

6月12日（金）

予約締切日
6月10日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします5月29日（金）

午後１時３０分～
　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、
歯科相談、家族計画・授乳・
育児相談、健康相談、離乳
食相談と試食

問診、計測、小児科診察、
歯科健診、歯科相談・希望
者にフッ素塗布、栄養相談
と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

令和8年1月～2月生まれ

令和7年10月～11月生まれ

令和7年7月～8月生まれ

令和7年3月～4月生まれ

令和6年9月～10月生まれ

令和6年3月～4月生まれ

令和5年9月～10月生まれ

令和5年3月～4月生まれ

令和4年9月～10月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気を
もつ本人又はその家族など

エイズ・
性感染症検査

こころの
健康相談

日にち 時間 検査内容 申込先担当

5月12日（火）
6月9日（火）

5月19日（火）
6月2日（火）
6月16日（火）

午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談※無料で受けられます。

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で相
談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか迷っ
た時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

健康健康

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～

●問い合わせ先　福祉課包括支援係（地域包括支援センター）　☎64－8804（直通）

みかん’Sカフェを開催しました
　３月１８日（水）に大沢クリニックにて認知症カフェを開催しま
した。認知症サポート医である大澤歩先生による講座「心の景色
が変わる時、認知症の人の世界と人生１００年時代」を実施しま
した。「認知症は長生きした人にとって勝ち組の証」「延命より満
足を、治療より尊厳を」という言葉から自分らしく生きるための大
切なことを講演していただきました。
　講座修了後、茶話会、情報交換を行いました。
　今後も開催を予定していますので、お出かけください。

認知症サポーター養成講座を開催しました
　３月２４日（火）、下仁田町商業協同組合員とその家族の
方を対象に実施しました。１１名の方に受講していただきま
した。

下仁田町商業協同組合理事長　森川　進様

認知症サポーターが多くいる町は、認知症になっても暮らしやすい町になります。
少人数でも実施します。受講希望がある方は、お気軽にご連絡ください。

講座を受講して認知症サポーターになりませんか？　

　今回の講座で、認知症は年とれば誰にでも起こる可能性があり、とても他人事ではないと感
じました。お買い物に来た時にも、やさしくちょっとした工夫で気づかいをしていけたらと思
います。認知症になっても安心して暮らせる下仁田町をつくるために、高齢者見守りシール事
業等、積極的に応援していきます。

31 30下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（佐藤文子）
（敏　行）
（順　子）
（一　男）
（　茂　）
（　享　）
（雄　一）
（　豊　）
（富美江）

南野牧
蒔　田
本　宿
大　平
大　平
上青倉
下小坂
下小坂
仲　町

小板橋定雄
植野　　勇
神戸　益司
金井　敦子
長岡　民子
神戸　義雄
新井　 江
佐藤　正利
金井　久行

未
納
の
税
金
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝

祭
日
も
役
場
で
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
ま

で
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
付
で
き

ま
す
。

※
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い

る
納
付
書
は
、全
国
のｅ
Ｌ
―
Ｑ
Ｒ
対
応

金
融
機
関
及
び
各
種
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
納

付
で
き
ま
す
。納
付
方
法
は
地
方
税
共

同
機
構
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

8
日（
金
）・20
日（
水
）・２6
日（
火
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ
り
、

順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長（
○
○

課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
水
）・18
日（
木
）・２9
日（
月
）の
予

定
で
す
。

会
計
課
窓
口
に
て
切
手
・
は
が
き
・
群

馬
県
証
紙・収
入
印
紙
を
取
扱
っ
て
い

ま
す
。取
扱
手
数
料
が
町
に
入
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

取
扱
い
の
な
い
金
種
も
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
等
の
県
税
は
役
場
会
計
課

で
も
納
付
で
き
、そ
の
取
扱
い
事
務
費

が
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
１
期・軽
自
動
車
税

納
期
限
は
６
月
１
日（
月
）で
す

月
5

の
納
税

5
月
の
支
払
日

6
月
の
支
払
日

自
動
車
税（
県
税
）の
納
期
は

6
月
1
日（
月
）で
す
。

切
手・は
が
き・群
馬
県
証
紙・収
入

印
紙
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

3月届出分〈敬称略・順不同〉

神戸　永遠　    （上青倉）
尾高　奈桜　　 （富岡市）｛
柳澤　岳良　    （下小坂）
村木ひかる　　 （吉　崎）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

下仁田小学校・中学校合同入学式開催（４月７日）

町政報告会を開催します（詳細はP8）

人口
　男
　女
世帯

（　17）
（　 8）
（　 9）
（　 3）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

5,848人
2,890人
2,958人

3,025世帯

転入   18人/  出生 0人
転出   25人/  死亡 10人

（4月1日現在）

（3月中）

人と町を結ぶ情報紙

- 広報しもにた -
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ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

茂木時計店 TEL 82-2811 URL:www.tokei10.com

SEIKOダイバーズ
ヘリテージコレクション入荷

SEIKO認定 グローバルブランド コアショップ

有
料
広
告

下仁田町商業協同組合 SEIKOアストロン
～セイコーキャンペーン開催中～


